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被
告
人
に
対
す
る
な
り
す
ま
し
捜
査
が
違
法
と
さ
れ
、
関
連
証
拠
が
排
除
さ
れ
て
被
告
人
が
無
罪
と
さ
れ
た

事
例

鈴　
　

木　
　

一　
　

義

窃
盗
被
告
事
件
、
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
加
治
木
支
部
平
成
二
八
年
（
わ
）
第
四
三
号
、
平
成
二
九
年
三
月
二
四

日
判
決
、
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
確
定
）

　
【
事
実
の
概
要
】

　

本
件
事
実
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

１　

車
上
狙
い
の
散
発
的
発
生
及
び
そ
れ
に
対
す
る
捜
査
の
経
過

　

⑴　

被
告
人
の
自
宅
（
鹿
児
島
県
伊
佐
市
ｃ
）
付
近
で
は
、
平
成
二
八
年
三
月
か
ら
七
月
迄
の
間
に
、
鹿
児
島
県
Ｄ
警
察
署
に
対
す
る
車
上
狙
い
の
被

害
申
告
が
九
件
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
九
件
の
被
害
状
況
の
特
徴
等
は
、
ア
全
件
に
お
い
て
、
被
害
車
両
が
被
害
当
時
無
施
錠
で
あ
っ
た
、
イ
九
件
中
五
件
に
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お
い
て
被
害
車
両
が
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
で
あ
り
、
残
り
の
四
件
は
軽
四
輪
乗
用
自
動
車
で
あ
る
、
ウ
九
件
中
八
件
に
お
い
て
現
金
の
み
が
盗
ま
れ
、
残

り
一
件
で
は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
の
み
が
盗
ま
れ
た
、
エ
九
件
中
八
件
に
お
い
て
、
被
害
時
間
帯
に
夜
間
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

⑵　

Ｄ
警
察
署
警
部
補
Ｃ
（
以
下
「
Ｃ
警
察
官
」）
は
、
上
記
車
上
狙
い
中
一
件
の
被
害
者
か
ら
、
疑
わ
し
い
人
物
と
し
て
被
告
人
の
こ
と
を
聞
い
た
。

　

⑶　

上
記
⑵
の
情
報
提
供
を
元
に
Ｃ
警
察
官
ら
が
調
べ
た
と
こ
ろ
、
被
告
人
は
、
三
月
一
六
日
午
前
三
時
二
八
分
頃
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
婦
人
用
自

転
車
で
伊
佐
市
ｄ
を
走
行
し
て
い
た
と
こ
ろ
を
、
警
察
官
か
ら
職
務
質
問
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た
、
被
告
人
は
、
七
月
二
七
日
午
前
三

時
五
〇
分
頃
、
伊
佐
市
ｄ
に
お
い
て
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
自
動
販
売
機
の
前
に
立
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
警
察
官
か
ら
職
務
質
問
を
受
け
た
。
こ
の
時
、

被
告
人
は
、
警
察
官
に
対
し
、
氏
名
を
名
乗
っ
た
上
で
、
い
つ
も
午
前
三
時
三
〇
分
頃
か
ら
午
前
五
時
三
〇
分
頃
迄
自
転
車
で
運
動
を
し
て
い
る
な
ど
と

述
べ
た
。

　

⑷　

警
察
官
ら
（
捜
査
主
任
は
Ｃ
警
察
官
）
は
、
⑵
乃
至
⑶
の
事
情
の
ほ
か
、
上
記
九
件
の
車
上
狙
い
が
い
ず
れ
も
被
告
人
の
自
宅
の
周
辺
地
域
で
発

生
し
て
い
る
こ
と
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
、
被
告
人
が
上
記
九
件
の
車
上
狙
い
の
犯
人
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
な
お
、
被
告
人
は
、
窃
盗
の
前
歴
二
回

を
有
し
て
い
る
。

　

⑸　

そ
の
よ
う
な
中
、
八
月
三
〇
日
、
Ｄ
警
察
署
に
対
し
、
伊
佐
市
ｄ
に
お
い
て
無
施
錠
の
自
動
車
か
ら
財
布
等
在
中
の
ポ
ー
チ
が
盗
ま
れ
た
と
の
新

た
な
被
害
申
告
が
あ
っ
た
。

　

２　

被
告
人
に
対
す
る
行
動
確
認
捜
査
の
経
過

　

⑴　

Ｃ
警
察
官
ら
は
、
八
月
三
〇
日
午
後
一
〇
時
頃
か
ら
同
月
三
一
日
午
前
六
時
一
〇
分
頃
迄
の
間
な
ど
四
回
に
わ
た
り
、
警
察
官
三
名
乃
至
四
名
の

態
勢
で
、
被
告
人
に
つ
き
張
込
み
や
尾
行
等
に
よ
る
行
動
確
認
捜
査
を
行
っ
た
。

　

⑵　

こ
れ
ら
の
捜
査
に
お
い
て
、
被
告
人
に
関
し
、
ア
午
前
三
時
三
〇
分
頃
に
自
宅
を
出
て
、
徒
歩
又
は
婦
人
用
自
転
車
で
付
近
を
徘
徊
し
、
遅
く
と

も
午
前
六
時
三
〇
分
頃
迄
に
は
帰
宅
す
る
こ
と
、
イ
同
外
出
の
際
、
白
い
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
上
着
の
フ
ー
ド
を
被
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
こ
と
、
ウ
同

外
出
の
際
、
自
宅
か
ら
北
東
方
向
へ
百
数
十
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
西
側
に
隣
接
す
る
同
店
の
駐
車
場
（
以
下
「
本
件
駐
車
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場
」）
付
近
を
よ
く
通
る
こ
と
、
エ
同
外
出
の
際
、
自
動
販
売
機
の
釣
り
銭
口
に
手
を
入
れ
た
り
、
駐
車
中
の
他
人
の
自
動
車
の
中
を
覗
き
込
ん
だ
り
す
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
行
動
が
観
察
さ
れ
た
。

　

３　

本
件
当
日
の
捜
査
経
過
及
び
被
告
人
の
現
行
犯
逮
捕

　

⑴　

Ｃ
警
察
官
ら
は
、
九
月
六
日
（
以
下
「
本
件
当
日
」）
午
前
一
時
三
〇
分
頃
、
警
察
官
四
名
の
態
勢
で
、
本
件
駐
車
場
を
捜
査
拠
点
と
し
て
、
次
の

態
様
の
下
で
被
告
人
の
行
動
確
認
捜
査
を
開
始
し
た
。

　

ア　

警
察
官
ら
四
名
は
、
三
名
が
本
件
駐
車
場
内
に
張
り
込
み
、
一
名
が
同
駐
車
場
の
道
路
を
挟
ん
で
す
ぐ
北
側
に
あ
る
車
庫
の
裏
に
張
り
込
ん
だ
。

　

イ　

本
件
駐
車
場
の
北
東
角
に
、
上
記
ス
ー
パ
ー
建
物
に
隣
接
し
て
白
色
の
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
（
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
）
一
台
を
駐
車
し
た
。
本
件
軽

ト
ラ
ッ
ク
は
、
捜
査
用
車
両
（
覆
面
パ
ト
カ
ー
を
含
む
。）
で
な
く
自
家
用
車
で
あ
る
。
ま
た
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
は
、
無
人
で
あ
り
、
施
錠
も
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
の
助
手
席
上
に
は
本
件
発
泡
酒
（
発
泡
酒
二
四
本
入
り
の
箱
一
個
）
及
び
パ
ン
（
食
パ
ン
二
袋
及
び
ロ
ー
ル
パ
ン
〔
五
個
入
り
〕
一
袋
）
の
入

っ
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
（
以
下
「
本
件
パ
ン
」
と
い
う
。）
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

⑵　

Ｃ
警
察
官
ら
が
本
件
駐
車
場
で
上
記
⑴
の
通
り
張
り
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
午
前
三
時
三
〇
分
頃
、
被
告
人
が
自
宅
方
面
か
ら
徒
歩
で
現
れ
、
本

件
駐
車
場
に
お
い
て
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
車
内
を
運
転
席
ド
ア
の
窓
越
し
に
覗
き
込
ん
だ
が
、
同
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ア
を
開
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
儘
本

件
駐
車
場
を
出
て
自
宅
方
面
へ
立
ち
去
っ
た
。

　

⑶　

午
前
六
時
二
五
分
頃
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
本
件
駐
車
場
で
張
り
込
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
被
告
人
が
自
転
車
に
乗
っ
て
同
駐
車
場
に
現
れ
た
。
被
告
人

は
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
近
付
き
、
そ
の
車
内
を
運
転
席
ド
ア
の
窓
越
し
に
覗
き
込
ん
だ
も
の
の
、
一
旦
同
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
離
れ
て
、
自
己
の
婦
人
用

自
転
車
を
す
ぐ
近
く
の
別
の
場
所
に
駐
輪
し
た
上
で
、
本
件
駐
車
場
に
戻
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
午
前
六
時
二
七
分
頃
、
被
告
人
が
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

運
転
席
ド
ア
を
開
け
て
上
半
身
を
同
車
内
に
入
れ
、
助
手
席
に
あ
っ
た
本
件
発
泡
酒
を
両
手
で
持
っ
て
そ
れ
を
車
外
に
持
ち
出
し
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
警
察
官

ら
は
被
告
人
に
声
を
掛
け
、
被
告
人
を
そ
の
場
で
現
行
犯
逮
捕
し
た
。
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４　

本
件
の
捜
査
及
び
公
判
の
経
過

　

⑴　

被
告
人
は
、
現
行
犯
逮
捕
及
び
そ
れ
に
続
く
勾
留
の
後
、
九
月
一
六
日
、
本
件
に
つ
き
起
訴
さ
れ
た
（
公
訴
事
実
は
、「
被
告
人
は
、
平
成
二
八
年

九
月
六
日
午
前
六
時
二
七
分
頃
、
鹿
児
島
県
伊
佐
市
ａ
ｂ
番
地
Ａ
ス
ト
ア
ー
Ｂ
店
敷
地
内
に
お
い
て
、
同
所
に
駐
車
中
の
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
の
無
施
錠

の
運
転
席
ド
ア
を
開
け
、
同
車
助
手
席
に
置
い
て
あ
っ
た
Ｃ
所
有
の
発
泡
酒
一
箱
（
時
価
二
五
〇
〇
円
相
当
）
を
窃
取
し
た
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
）。

　

⑵　

第
一
回
公
判
期
日
に
お
い
て
、
被
告
人
は
公
訴
事
実
記
載
の
事
実
を
認
め
、
弁
護
人
も
こ
れ
を
争
わ
ず
、
検
察
官
請
求
に
か
か
る
各
書
証
を
証
拠

と
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
た
め
、
鹿
児
島
地
方
裁
判
所
加
治
木
支
部
は
同
各
書
証
を
採
用
し
、
取
り
調
べ
る
な
ど
し
て
、
弁
論
を
終
結
し
た
。
し
か
し
、

同
裁
判
所
加
治
木
支
部
は
、
第
二
回
公
判
期
日
に
お
い
て
、
被
告
人
の
現
行
犯
逮
捕
時
に
お
け
る
捜
査
の
違
法
性
の
有
無
を
検
討
す
る
た
め
、
職
権
で
弁

論
を
再
開
す
る
旨
の
決
定
を
し
た
上
で
、
検
察
官
請
求
に
か
か
る
追
加
書
証
を
取
り
調
べ
、
ま
た
同
日
に
は
職
権
で
被
告
人
の
勾
留
を
取
り
消
し
た
。
そ

し
て
、
同
裁
判
所
加
治
木
支
部
は
、
第
三
回
公
判
期
日
に
お
い
て
検
察
官
請
求
の
追
加
書
証
を
取
り
調
べ
、
第
四
回
公
判
期
日
に
お
い
て
検
察
官
請
求
に

か
か
る
Ｃ
警
察
官
の
証
人
尋
問
及
び
被
告
人
質
問
を
実
施
し
た
後
、
第
五
回
公
判
期
日
に
お
い
て
補
充
的
な
被
告
人
質
問
を
実
施
し
た
上
で
、
検
察
官
の

論
告
及
び
弁
護
人
の
弁
論
等
を
行
い
、
弁
論
を
終
結
し
た
。

　
【
判
決
要
旨
】

　

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
加
治
木
支
部
は
、
以
下
の
通
り
判
示
し
、
被
告
人
を
無
罪
と
し
た
。

　

第
１　

認
定
事
実
に
基
づ
く
本
件
当
日
の
捜
査
手
法
の
推
認

　

１　

本
件
当
日
の
捜
査
手
法
の
推
認

　

ま
ず
、
本
件
で
は
、
車
上
狙
い
の
嫌
疑
に
つ
き
被
告
人
の
行
動
確
認
捜
査
を
行
っ
て
い
た
Ｃ
警
察
官
が
、
そ
の
捜
査
の
最
中
に
、
自
ら
被
告
人
に
よ
る

車
上
狙
い
の
被
害
に
遭
い
、
猶
且
つ
直
ち
に
そ
の
場
で
被
告
人
を
現
行
犯
逮
捕
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
自
体
が
か
な
り
特
異
な
出
来
事
と
言

え
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
加
え
、
Ｃ
警
察
官
が
捜
査
現
場
に
駐
車
し
た
自
動
車
が
自
家
用
車
で
あ
り
、
且
つ
被
害
品
で
あ
る
発
泡
酒
一
箱
（
本
件
発
泡
酒
）



刑
事
判
例
研
究 

⑵
（
鈴
木
）

二
五
九

も
捜
査
活
動
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ
と
、
同
警
察
官
の
駐
車
車
両
の
車
種
が
一
連
の
車
上
狙
い
に
お
い
て
多
く
被
害
に
遭
っ
た
車
種
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
、
同
警
察
官
の
駐
車
車
両
が
施
錠
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
考
慮
す
る
と
、
以
上
の
事
情
の
み
に
よ
っ
て
も
、
Ｃ
警
察
官
ら
は
被
告
人
に

車
上
狙
い
を
実
行
さ
せ
る
目
的
で
本
件
発
泡
酒
を
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
か
な
り
強
く
推
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

さ
ら
に
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
警
察
官
作
成
の
被
害
届
は
あ
る
も
の
の
、
異
例
な
こ
と
に
被
害
者
（
同
警
察
官
）
の
供
述
調
書
が
一
通
も
作
成
さ
れ

て
お
ら
ず
、
公
判
前
に
作
成
さ
れ
た
証
拠
に
は
重
要
な
情
状
で
あ
る
被
害
品
の
所
有
・
管
理
の
経
緯
や
処
罰
感
情
が
全
く
現
れ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
よ
う
な
犯
行
後
の
捜
査
状
況
か
ら
も
本
件
の
特
殊
性
を
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

そ
こ
で
、
以
上
の
諸
事
情
を
総
合
す
る
と
、
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
本
件
当
日
、
被
告
人
を
車
上
狙
い
の
現
行
犯
で
検
挙
す
る
目
的
の
下
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
無
人
且
つ
無
施
錠
の
状
態
で
駐
車
し
、
そ
の
助
手
席
上
に
本
件
発
泡
酒
や
本
件
パ
ン
が
放
置
さ
れ
た
状
況
を
作
出
し
た
上
で
、
被
告
人
が
こ
れ
に
対

し
て
車
上
狙
い
の
実
行
に
出
る
の
を
待
ち
設
け
て
い
た
も
の
と
推
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

２　

Ｃ
警
察
官
の
供
述
の
信
用
性
の
検
討

　

⑴　

Ｃ
供
述
の
要
旨

　

Ｃ
警
察
官
は
、
本
件
の
捜
査
経
過
に
つ
い
て
、
公
判
開
始
後
に
捜
査
報
告
書
（
以
下
「
Ｃ
報
告
書
」）
を
作
成
し
、
ま
た
当
公
判
廷
で
証
言
し
て
い
る

が
、
そ
の
内
容
は
概
ね
次
の
通
り
で
あ
る
（
以
下
、
こ
れ
ら
を
併
せ
て
「
Ｃ
供
述
」
と
言
う
）。

　
「
私
た
ち
は
、
一
連
の
車
上
狙
い
の
発
生
後
、
捜
査
用
車
両
や
自
転
車
を
用
い
て
被
告
人
に
対
す
る
行
動
確
認
捜
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
被
告
人
が
警
察

の
捜
査
を
警
戒
す
る
様
子
が
見
て
取
れ
た
た
め
、
私
は
、
…
…
自
動
車
自
体
を
被
告
人
の
尾
行
に
用
い
…
…
る
目
的
で
、
私
の
知
人
か
ら
本
件
軽
ト
ラ
ッ

ク
を
借
り
た
。
…
…
私
は
、
借
用
の
謝
礼
と
し
て
捜
査
費
で
本
件
発
泡
酒
を
購
入
し
た
上
で
、
本
件
当
日
午
前
一
時
こ
ろ
、
他
の
警
察
官
ら
と
と
も
に
、

本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
助
手
席
上
に
本
件
発
泡
酒
及
び
捜
査
に
従
事
す
る
警
察
官
ら
の
夜
食
用
に
購
入
し
た
パ
ン
…
…
を
積
載
し
て
、
同
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
本

件
駐
車
場
へ
行
き
、
被
告
人
に
対
す
る
行
動
確
認
捜
査
を
開
始
し
た
。
…
…
午
前
六
時
二
七
分
こ
ろ
、
被
告
人
が
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
か
ら
本
件
発
泡
酒
を

盗
ん
だ
の
で
、
被
告
人
を
現
行
犯
逮
捕
し
た
が
、
以
前
の
一
連
の
車
上
狙
い
の
被
害
品
が
ほ
と
ん
ど
現
金
だ
っ
た
の
で
、
本
件
発
泡
酒
や
本
件
パ
ン
が
盗



二
六
〇

ま
れ
る
と
は
全
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。」

　

⑵　

Ｃ
供
述
の
信
用
性
の
検
討

　

ア　

ま
ず
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
知
人
か
ら
借
り
て
捜
査
に
使
用
し
た
と
の
供
述
部
分
に
つ
い
て
、
そ
の
借
用
の
事
実
を
前
提
と
し
て
良
い
の
か
に
つ

い
て
そ
も
そ
も
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
。
こ
の
点
は
ひ
と
ま
ず
措
く
と
し
て
も
、
そ
の
述
べ
る
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
借
用
目
的
は
い
ず
れ
も
わ
ざ
わ
ざ
無
関

係
の
市
民
か
ら
自
動
車
を
借
り
る
必
要
性
を
基
礎
付
け
る
よ
う
な
も
の
と
は
言
え
ず
、
そ
の
説
明
は
説
得
性
に
欠
け
る
。
ま
た
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
九

月
六
日
朝
に
返
却
す
る
こ
と
を
知
人
と
約
束
し
た
時
期
に
つ
い
て
、
看
過
し
難
い
供
述
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
。

　

イ　

次
に
、
被
害
品
の
所
有
・
管
理
の
経
緯
や
処
罰
感
情
に
関
す
る
被
害
者
の
供
述
調
書
等
が
全
く
存
在
し
な
い
の
は
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ
る
。

　

ウ　

ま
た
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
載
し
て
い
た
本
件
パ
ン
は
食
パ
ン
や
ロ
ー
ル
パ
ン
で
あ
っ
て
、
張
込
み
や
尾
行
等
の
捜
査
活
動
に
従
事
し
な
が
ら

食
べ
る
の
に
全
く
適
さ
な
い
種
類
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
捜
査
員
ら
の
夜
食
用
で
あ
る
と
す
る
Ｃ
警
察
官
の
供
述
は
明
ら
か
に
不
自
然
・
不
合
理
で
あ
る
。

　

エ　

そ
し
て
、
す
ぐ
に
被
告
人
の
尾
行
を
行
え
る
よ
う
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
無
施
錠
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
の
供
述
部
分
に
関
し
て
も
、
仮
に
同
軽

ト
ラ
ッ
ク
を
施
錠
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
施
錠
を
解
い
た
上
で
遅
れ
ず
に
被
告
人
の
行
動
を
追
跡
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
ら
、

い
さ
さ
か
説
得
力
に
欠
け
る
。

　

オ　

そ
の
他
、
従
前
の
一
連
の
車
上
狙
い
の
被
害
品
が
ほ
と
ん
ど
現
金
だ
っ
た
の
で
、
本
件
発
泡
酒
や
本
件
パ
ン
が
盗
ま
れ
る
と
は
全
く
思
っ
て
い
な

か
っ
た
と
の
供
述
部
分
は
、
一
般
論
と
し
て
も
お
よ
そ
理
解
不
能
な
弁
解
で
あ
る
し
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
被
告
人
の
困
窮
状
況
を
十
分
認
識
し
て
い
た
こ
と

に
照
ら
す
と
、
そ
の
弁
解
の
不
自
然
さ
は
一
層
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
そ
の
供
述
ど
お
り
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
車
上
狙
い
の
可
能
性
を
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
本
件
駐
車
場
を
捜

査
拠
点
と
し
、
集
中
的
に
警
察
官
を
配
置
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
警
察
官
ら
が
同
軽
ト
ラ
ッ
ク
以
外
の
五
、
六
台
の
駐
車
車
両
の
施
錠
状
況
を

全
く
確
認
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
も
、
や
は
り
不
可
解
と
言
う
他
な
い
。

　

カ　

以
上
の
通
り
、
Ｃ
警
察
官
の
供
述
に
は
、
そ
の
信
用
性
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
事
情
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
Ｃ
供
述
の
信
用
性
は
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全
体
的
に
低
い
。

　

３　

小　

括

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
本
件
当
日
、
被
告
人
を
車
上
狙
い
の
現
行
犯
で
検
挙
す
る
目
的
の
も
と
、
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
無
人
か
つ
無
施
錠

の
状
態
で
駐
車
し
、
そ
の
助
手
席
上
に
本
件
発
泡
酒
や
本
件
パ
ン
が
放
置
さ
れ
た
状
況
を
作
出
し
た
上
で
、
被
告
人
が
こ
れ
に
対
し
て
車
上
狙
い
の
実
行

に
出
る
の
を
待
ち
設
け
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
以
下
、
Ｃ
警
察
官
ら
に
よ
る
こ
の
捜
査
を
「
本
件
捜
査
」
と
言
う
。
ま
た
、
本
件
捜
査
の
よ
う
に
、

捜
査
機
関
又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
が
、
捜
査
対
象
者
が
自
己
等
に
対
す
る
犯
罪
を
実
行
し
易
い
状
況
を
秘
密
裡
に
作
出
し
た
上
で
、
同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

対
象
者
が
こ
れ
に
対
し
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ
で
現
行
犯
逮
捕
等
に
よ
り
検
挙
す
る
捜
査
手
法
を
、
以
下
、
仮
に
「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
と
言

う
）。

　

第
２　

本
件
各
証
拠
の
証
拠
能
力
に
つ
い
て

　

１　

本
件
捜
査
の
違
法
性
の
有
無

　

⑴　

な
り
す
ま
し
捜
査
は
、
任
意
捜
査
の
一
類
型
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
に
お
い
て
そ
の
捜
査
手
法
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
は
、
本

件
捜
査
の
必
要
性
や
そ
の
態
様
の
相
当
性
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
り
す
ま
し
捜
査
に
類
似
す
る
捜
査
手
法
に
い
わ
ゆ
る
「
お
と
り
捜
査
」
が
あ
る
が
、
囮
捜
査
が
「
捜
査
機
関
又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た

捜
査
協
力
者
が
、
そ
の
身
分
や
意
図
を
相
手
方
に
秘
し
て
犯
罪
を
実
行
す
る
よ
う
に
働
き
掛
け
、
相
手
方
が
こ
れ
に
応
じ
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ

で
現
行
犯
逮
捕
等
に
よ
り
検
挙
す
る
も
の
」（
最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
・
刑
集
五
八
巻
五
号
三
三
三
頁
）
と
定
義
さ
れ
、
相
手
方
に
対
す
る
犯

罪
実
行
の
働
き
掛
け
を
要
素
と
す
る
の
に
対
し
、
な
り
す
ま
し
捜
査
で
は
そ
の
よ
う
な
働
き
掛
け
は
要
素
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
両
捜
査
手
法
は
こ
の
点
に

お
い
て
区
別
さ
れ
る
。
し
か
し
、
両
捜
査
手
法
は
、
本
来
犯
罪
を
抑
止
す
べ
き
立
場
に
あ
る
国
家
が
犯
罪
を
誘
発
し
て
い
る
と
の
側
面
が
あ
り
、
そ
の
捜

査
活
動
に
よ
り
捜
査
の
公
正
が
害
さ
れ
る
危
険
を
孕
ん
で
い
る
と
い
う
本
質
的
な
性
格
は
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
囮
捜
査
が
許
容
さ
れ
る
場
合
と
し
て
上

記
判
例
が
示
し
た
要
件
、
即
ち
、
①
機
会
が
あ
れ
ば
犯
罪
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
直
接
の
被
害
者
が
い
な
い
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薬
物
犯
罪
等
の
捜
査
に
お
い
て
、
通
常
の
捜
査
方
法
の
み
で
は
当
該
犯
罪
の
摘
発
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
と
の
要
件
は
、
両
捜
査
手
法
の
間
の
上
記
差
異

の
た
め
に
そ
の
要
件
判
断
の
厳
格
さ
に
多
少
の
差
異
が
あ
り
得
る
に
せ
よ
、
な
り
す
ま
し
捜
査
の
必
要
性
及
び
そ
の
態
様
の
相
当
性
に
関
す
る
判
断
の
あ

り
方
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、
猶
有
用
で
あ
る
。

　

⑵　

そ
こ
で
、
本
件
で
も
上
記
要
件
に
沿
っ
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
被
告
人
の
犯
意
の
点
か
ら
見
る
と
、
被
告
人
が
連
日
深
夜
に
自
宅
の
周
辺

を
徘
徊
し
、
そ
の
際
、
ア
自
動
販
売
機
の
釣
り
銭
口
に
手
を
入
れ
る
な
ど
す
る
と
共
に
、
駐
車
中
の
他
人
の
自
動
車
の
中
を
覗
き
込
む
行
動
を
取
っ
て
い

る
、
イ
そ
の
際
、
夏
場
で
あ
る
の
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
上
着
の
フ
ー
ド
を
被
る
な
ど
、
人
目
を
避
け
る
よ
う
な
服
装
を
し
て
い
る
等
と
い
っ
た
行
動
が

観
察
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
過
去
約
半
年
の
間
に
被
告
人
の
自
宅
の
周
辺
地
域
で
夜
間
を
含
む
時
間
帯
に
車
上
狙
い
の
被
害
が
散
発
的
に
発
生
し
て
い
た
こ

と
な
ど
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
、
上
記
の
よ
う
な
捜
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
本
件
捜
査
の
時
点
に
お
い
て
、
被
告
人
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
無
施
錠
の

自
動
車
に
対
し
て
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
た
こ
と
に
は
一
応
の
理
由
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
被
告
人
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
車
上
狙
い

を
行
う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
に
当
た
る
も
の
と
言
え
る
。

　

た
だ
、
他
面
で
、
上
記
の
よ
う
な
被
告
人
の
犯
意
の
疑
い
を
前
提
と
し
て
も
、
被
告
人
の
行
動
範
囲
内
に
被
告
人
が
車
上
狙
い
を
実
行
出
来
る
よ
う
な

自
動
車
が
そ
れ
程
頻
繁
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
上
、
被
告
人
が
か
な
り
慎
重
な
態
度
で
車
上
狙
い
の
実
行
に
臨
ん
で
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
ら

の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
被
告
人
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が
あ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
犯
罪
傾
向
は
、
本
件
捜
査
を
行

わ
な
く
て
も
被
告
人
は
早
晩
別
の
車
上
狙
い
を
行
う
筈
で
あ
る
と
言
え
る
程
強
い
も
の
と
は
思
え
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
捜
査
に
お
い
て
、
Ｃ
警
察

官
ら
が
、
被
告
人
が
狙
い
を
つ
け
そ
う
な
車
種
で
あ
る
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
、
無
人
且
つ
無
施
錠
で
窓
も
少
し
開
い
た
状
態
で
被
告
人
の
よ
く
通
る
場
所

に
駐
車
し
、
そ
の
車
内
の
見
え
易
い
位
置
に
本
件
発
泡
酒
や
本
件
パ
ン
が
放
置
さ
れ
た
状
態
に
し
て
お
い
た
こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
の
車
上
狙
い
の
実
行

が
促
進
さ
れ
た
面
が
多
分
に
あ
る
。

　

⑶　

そ
こ
で
、
次
に
、
本
件
に
お
け
る
な
り
す
ま
し
捜
査
の
必
要
性
を
検
討
す
る
と
、
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
被
告
人
に
は
車
上
狙
い
の
嫌
疑
が
あ
る
も
の

の
、
そ
の
捜
査
が
困
難
な
た
め
、
被
告
人
を
現
行
犯
逮
捕
に
よ
り
検
挙
し
よ
う
と
考
え
て
本
件
捜
査
を
行
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
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う
な
目
的
に
よ
っ
て
は
本
件
捜
査
の
必
要
性
を
十
分
に
基
礎
付
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

即
ち
、
ま
ず
、
薬
物
犯
罪
等
と
は
異
な
り
、
車
上
狙
い
は
、
証
拠
の
収
集
や
犯
人
の
検
挙
が
困
難
な
犯
罪
類
型
で
は
な
い
。

　

ま
た
、
本
件
を
具
体
的
に
見
て
も
、
捜
査
対
象
者
で
あ
る
被
告
人
の
住
居
は
把
握
さ
れ
て
い
る
等
、
Ｃ
警
察
官
ら
に
お
い
て
被
告
人
の
行
動
を
追
跡
す

る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
加
え
、
車
上
狙
い
は
一
般
に
他
者
か
ら
観
察
し
易
い
犯
罪
で
あ
り
、
実
際
に
も
仮
に
被
告
人
が
車

上
狙
い
の
実
行
に
出
た
場
合
、
行
動
確
認
捜
査
中
の
Ｃ
警
察
官
ら
に
お
い
て
そ
の
犯
行
を
現
認
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う

な
捜
査
方
法
に
よ
ら
ず
、
新
た
な
被
害
申
告
を
受
け
た
後
で
捜
査
に
着
手
す
る
と
し
て
も
、
本
件
に
つ
い
て
、
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
そ
の
捜
査
を
遂
げ

る
の
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
べ
き
事
情
も
見
当
た
ら
な
い
。

　

更
に
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
被
告
人
に
嫌
疑
を
掛
け
て
い
た
車
上
狙
い
の
被
害
額
は
概
し
て
少
額
で
あ
る
等
、
被
告
人
に
対
し
て
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
わ

な
い
場
合
に
生
じ
得
る
害
悪
も
決
し
て
大
き
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。

　

⑷　

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
捜
査
は
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
べ
き
必
要
性
が
殆
ど
な
い
以
上
、
そ
の
捜
査
の
態
様
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意

捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
て
お
り
、
国
家
が
犯
罪
を
誘
発
し
、
捜
査
の
公
正
を
害
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

２　

本
件
各
証
拠
の
証
拠
能
力

　

⑴　

本
件
捜
査
が
違
法
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
本
件
各
証
拠
の
証
拠
能
力
を
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
ア
本
件
で
は
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
べ
き
必

要
性
が
殆
ど
な
く
、
適
法
手
続
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
は
大
き
い
、
イ
前
記
の
通
り
、
本
件
捜
査
に
よ
り
国
家
が
犯
罪
の
発
生
を
一
定
程
度
促
進
す
る
結
果

と
な
っ
て
い
る
、
ウ
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
手
っ
取
り
早
く
被
告
人
を
検
挙
し
よ
う
と
考
え
て
安
易
に
本
件
の
違
法
捜
査
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
同
警
察
官
ら

に
は
捜
査
方
法
の
選
択
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
、
エ
本
件
が
そ
れ
程
重
大
な
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
、
オ
Ｃ
警
察
官
ら
に
は
、
被
告
人
の

検
挙
に
お
い
て
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
っ
た
事
実
を
捜
査
書
類
上
明
ら
か
に
せ
ず
、
ま
た
公
判
廷
に
お
い
て
も
同
事
実
を
否
認
す
る
内
容
の
証
言
を
す
る

な
ど
、
本
件
捜
査
の
適
法
性
に
関
す
る
司
法
審
査
を
潜
脱
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
等
に
照
ら
す
と
、
そ
の
違
法
は
重
大
で
あ
る
。
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⑵　

ま
た
、
本
件
捜
査
の
性
質
に
照
ら
す
と
、
今
後
も
本
件
と
同
様
の
違
法
捜
査
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
る
こ
と
は
大
い
に
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か

ら
、
本
件
捜
査
に
よ
り
獲
得
さ
れ
た
証
拠
を
許
容
す
る
こ
と
は
、
将
来
に
お
け
る
違
法
捜
査
の
抑
制
の
見
地
か
ら
し
て
相
当
で
な
い
。

　

⑶　

従
っ
て
、
取
調
べ
済
み
の
各
証
拠
の
内
、
少
な
く
と
も
違
法
な
本
件
捜
査
と
直
接
且
つ
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
被
害
届
、
捜
索
差
押
調
書
、
実

況
見
分
調
書
及
び
現
行
犯
人
逮
捕
手
続
書
は
、
い
ず
れ
も
証
拠
能
力
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
証
拠
か
ら
排
除
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　

第
３　

結　

論

　

以
上
に
よ
れ
ば
、
公
訴
事
実
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
の
自
白
が
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
補
強
す
べ
き
証
拠
が
な
い
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
一
九
条
第

二
項
に
よ
り
被
告
人
を
有
罪
と
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

よ
っ
て
、
被
告
人
は
無
罪
で
あ
る
か
ら
、
刑
事
訴
訟
法
第
三
三
六
条
に
よ
り
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る）
1
（

。

　
【
研　

究
】

　

一　

問
題
の
所
在

　

⑴　

囮
捜
査
は
、「
捜
査
機
関
又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
が
、
そ
の
身
分
や
意
図
を
相
手
方
に
秘
し
て
犯
罪
を
実
行
す
る

よ
う
に
働
き
掛
け
、
相
手
方
が
こ
れ
に
応
じ
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ
で
現
行
犯
逮
捕
等
に
よ
り
検
挙
す
る
も
の
」（
最
一
小
決
平
成

一
六
年
七
月
一
二
日
）
と
定
義
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
似
て
非
な
る
も
の
と
し
て
、
詐
術
的
捜
査
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る）2
（

。
詐
術
的
捜
査
は
窃

盗
等
の
実
行
行
為
を
働
き
掛
け
た
と
は
言
え
な
い
か
ら
、
囮
捜
査
の
範
疇
に
は
入
ら
な
い
が
、
証
拠
収
集
の
段
階
に
お
け
る
そ
の
適
法
性

を
考
え
る
上
で
囮
捜
査
と
同
種
の
検
討
を
要
す
る
な
ど
と
論
じ
ら
れ
る）3
（

。

　

⑵　

そ
し
て
、
本
判
決
で
、「
捜
査
機
関
又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
が
、
捜
査
対
象
者
が
自
己
等
に
対
す
る
犯
罪
を
実
行

し
や
す
い
状
況
を
秘
密
裡
に
作
出
し
た
上
で
、
同
対
象
者
が
こ
れ
に
対
し
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ
で
現
行
犯
逮
捕
等
に
よ
り
検
挙



刑
事
判
例
研
究 

⑵
（
鈴
木
）

二
六
五

す
る
捜
査
手
法
」
と
定
義
さ
れ
た
「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
は
正
に
こ
の
詐
術
的
捜
査
と
同
義
乃
至
そ
の
一
部
を
な
す
も
の
と
言
え
よ
う）4
（

。

本
判
決
は
、
な
り
す
ま
し
捜
査
の
定
義
を
明
確
に
し
た
上
で
、
囮
捜
査
と
の
類
似
性
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
適
法
性
の
限
界
を
探
っ
て
お

り
、
こ
の
点
に
検
討
の
意
義
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。

　

二　

従
前
の
囮
捜
査
類
似
の
詐
術
的
捜
査
の
例

　

⑴　

五
で
述
べ
る
よ
う
に
、
本
判
決
の
先
例
と
言
え
る
裁
判
例
は
見
当
ら
な
い
と
言
っ
て
良
い
と
考
え
る
が
、
本
判
決
と
関
連
性
の
あ

る
裁
判
例
・
制
度
を
中
心
に
、
詐
術
的
捜
査
の
例
に
関
し
て
概
観
を
加
え
て
み
た
い
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
平
安
時
代
に
既
に
検
非
違
使
庁
の
支
配
下
に
、
放
免
さ
れ
た
囚
人
に
犯
罪
を
探
査
さ
せ
た
放
免
（
ほ
う
べ
ん
・

ほ
う
め
ん
）
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
彼
ら
は
囮
捜
査
も
実
行
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
は
、
主
と
し
て
犯
罪
者
が
仲

間
を
密
告
し
て
許
さ
れ
、
同
心
に
養
わ
れ
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
「
目
明
か
し
」
が
登
場
し
て
お
り
、
彼
ら
に
よ
っ
て
囮
捜
査
類
似
の
手

法
が
活
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
に
お
い
て
、
司
法
巡
査
が
古
物
商

ま
た
は
質
屋
に
盗
難
品
の
品
触
れ
を
し
た
上
で
彼
等
を
囮
と
し
て
、
贓
物
を
持
ち
込
ん
だ
窃
盗
犯
人
を
検
挙
す
る
と
か
、
司
法
巡
査
自
ら

が
客
を
装
い
、
賭
場
に
入
っ
て
賭
場
開
帳
又
は
賭
場
行
為
者
を
検
挙
す
る
こ
と
や
、
度
量
衡
法
（
量
目
を
ご
ま
か
し
て
販
売
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
規
定
）
違
反
の
摘
発
の
た
め
に
係
官
が
客
を
装
っ
て
商
品
を
買
い
、
そ
の
場
で
量
目
を
調
べ
て
足
り
な
い
時
は
直
ち
に
一
斉
検
挙

を
す
る
方
法
等
が
既
に
行
わ
れ
て
い
て
、
囮
捜
査
の
一
種
と
も
言
え
た
よ
う
で
あ
る）5
（

。
囮
捜
査
の
手
法
が
自
覚
的
に
採
用
さ
れ
た
の
は
戦

後
Ｃ
Ｉ
Ｄ
の
示
唆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
囮
捜
査
類
似
の
手
法
、
即
ち
詐
術
的
捜
査
と
言
う
べ
き
も
の
が
我
が
国
に
お
い

て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
肯
定
出
来
そ
う
で
あ
る
。
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⑵　

そ
し
て
、
昭
和
二
〇
年
代
に
囮
捜
査
は
頻
用
さ
れ
る
に
至
る
が
、
ヘ
ロ
イ
ン
禍
は
昭
和
四
〇
年
代
前
半
に
衰
退
し
、
覚
せ
い
剤
再

流
行
も
胎
動
期
に
あ
っ
た
た
め
、
昭
和
四
五
年
前
後
に
は
囮
捜
査
に
関
す
る
裁
判
例
も
公
刊
物
に
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
た
だ
、
こ
の

中
で
、
囮
捜
査
に
準
ず
る
事
例
と
し
て
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
昭
和
四
六
年
五
月
一
日
命
令）6
（

が
見
ら
れ
る
。
昭
和
四
四
年
・
四
五
年
の
二

年
間
に
亘
っ
て
小
倉
郵
便
局
取
扱
い
の
郵
便
物
の
不
着
事
故
が
、
そ
の
取
扱
い
量
に
比
較
し
て
計
一
五
五
件
と
高
率
を
示
し
、
特
に
現
金

封
入
乃
至
こ
れ
に
類
似
し
た
郵
便
物
の
事
故
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
郵
便
局
職
員
中
に
容
疑
者
が
い
る
と
疑
わ
れ
、
郵
政
監
察
官

が
、
捜
査
の
た
め
に
、
差
出
人
・
名
宛
人
を
選
定
し
た
試
験
郵
便
物
を
普
通
郵
便
物
に
混
入
し
て
配
達
を
実
施
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
内

不
着
と
な
っ
た
六
通
の
一
時
郵
便
物
の
配
達
作
業
日
に
全
て
被
疑
者
が
作
業
の
応
援
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
右
試
験
郵
便
物
の
窃
盗
を
被

疑
事
実
と
し
て
被
疑
者
に
つ
い
て
捜
索
・
差
押
の
許
可
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
事
案
で
、
小
倉
支
部
は
当
該
捜
査
方
法
を
不
適
当
と
し
て

許
可
請
求
を
却
下
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
①
「
司
法
警
察
職
員
は
犯
罪
を
予
防
し
鎮
圧
す
る
責
務
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
た
と
い

犯
罪
捜
査
の
た
め
と
は
い
え
意
識
的
に
新
た
に
他
人
に
対
し
犯
罪
を
誘
発
し
や
す
い
状
況
を
設
定
し
て
提
供
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と

思
料
さ
れ
る
し
、
又
予
期
し
た
と
お
り
犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
に
更
に
こ
れ
を
捜
査
す
る
た
め
に
右
状
況
の
被
提
供
者
に
対
し
身
体
若
し

く
は
住
居
等
の
捜
索
或
い
は
差
押
等
の
強
制
捜
査
を
行
な
う
こ
と
は
、
当
該
犯
罪
が
重
大
等
の
理
由
か
ら
特
に
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合

以
外
は
極
力
さ
け
る
こ
と
が
訴
訟
法
上
の
信
義
則
に
合
致
す
る
…
…
本
件
の
よ
う
な
捜
査
方
法
は
公
共
の
福
祉
の
名
の
も
と
に
個
人
の
基

本
的
人
権
を
侵
害
す
る
虞
れ
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
し
、
訴
訟
上
の
権
利
の
誠
実
な
行
使
の
理
念
に
も
も
と
り
、
国
家
と
こ
れ
を
構
成
す

る
個
人
と
の
間
の
信
義
則
を
破
る
も
と
い
に
も
な
り
か
ね
な
い
不
適
法
な
捜
査
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」、
②
「
本
件
は
既
に
行
な

わ
れ
た
犯
罪
を
犯
人
自
ら
暴
露
さ
せ
る
よ
う
な
方
法
で
用
い
ら
れ
る
形
式
の
捜
査
と
は
本
質
的
に
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
囮
捜
査
に
な
る
か
否
か
は
と
も
か
く
と
し
て
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
従
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
囮
捜
査
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の
方
法
に
よ
り
犯
罪
を
実
行
し
、
そ
の
実
行
を
証
明
さ
れ
た
者
が
犯
罪
構
成
要
件
該
当
性
又
は
責
任
性
若
し
く
は
違
法
性
を
阻
却
さ
れ

ず
、
公
訴
を
提
起
さ
れ
た
場
合
に
右
捜
査
手
続
き
の
違
法
性
の
み
を
も
っ
て
し
て
は
有
罪
の
判
決
を
受
け
る
こ
と
を
免
れ
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
（
最
高
裁
第
一
小
法
廷
昭
和
二
八
年
三
月
五
日
決
定
、
最
高
裁
判
所
刑
事
判
例
集
七
巻
三
号
四
八
二
頁
）
と
し
て
も
、
前
記
の
よ
う
な

捜
査
に
続
く
強
制
捜
査
自
体
を
適
法
な
も
の
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
は
社
会
通
念
上
相
当
で
な
く
、
結
局
本
件
請
求
は
他
に
こ
れ
を
認
め

る
に
足
る
特
別
の
事
情
も
な
い
か
ら
同
法
（
筆
者
註
：
刑
事
訴
訟
法
）
第
一
条
に
照
ら
し
て
不
適
法
な
も
の
と
認
定
す
る
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

　

⑶　

そ
の
後
、
覚
せ
い
剤
の
流
行
は
激
増
し
、
昭
和
五
〇
年
代
に
な
る
と
、
囮
捜
査
に
関
す
る
裁
判
例
が
公
刊
物
に
頻
繁
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。
刑
事
裁
判
に
携
わ
っ
て
い
る
と
か
な
り
き
わ
ど
い
囮
捜
査
が
目
に
つ
く
こ
と
も
必
ず
し
も
稀
で
は
な
い
と
の
指
摘
も
実

務
家
か
ら
な
さ
れ
て
い
た）7
（

。

　

⑷　

か
か
る
過
程
で
、
広
島
市
内
に
お
い
て
路
上
の
仮
睡
者
を
狙
う
窃
盗
事
件
が
多
発
し
た
の
で
、
警
察
官
が
仮
睡
者
を
装
っ
て
横
臥

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
被
告
人
ら
が
窃
盗
目
的
で
仮
睡
者
を
物
色
中
、
財
布
を
発
見
し
て
抜
き
取
っ
て
現
行
犯
逮
捕
さ
れ
た
と
い
う
事
案
に

お
い
て
、
警
察
官
の
財
布
に
対
す
る
占
有
の
意
思
が
問
題
と
な
っ
た
（
財
布
は
抜
き
取
ら
れ
る
こ
と
を
予
定
し
て
持
っ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
被

害
者
と
さ
れ
る
者
が
管
理
支
配
す
る
意
思
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
窃
盗
罪
は
成
立
し
な
い
と
主
張
さ
れ
た
）
が
、
広
島
高
裁
昭
和
五
七
年
五

月
二
五
日
判
決
は
、「
同
巡
査
に
お
い
て
積
極
的
に
被
告
人
の
窃
取
行
為
を
誘
発
し
た
り
、
又
は
自
ら
財
布
を
差
し
出
す
な
ど
、
皮
財
布

に
対
す
る
占
有
を
放
棄
し
た
と
み
ら
れ
る
事
実
が
全
く
認
め
ら
れ
な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
犯
人
検
挙
の
た
め
で
あ
る
と
の
一
事
を
も
っ

て
所
持
品
に
対
す
る
占
有
の
意
思
を
否
定
す
る
い
わ
れ
は
な
い
」
と
判
示
し
た）8
（

。
か
か
る
事
例
は
窃
盗
の
実
行
を
働
き
掛
け
た
と
は
言
え

な
い
か
ら
囮
捜
査
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
任
意
捜
査
の
一
態
様
と
し
て
囮
捜
査
と
類
似
の
問
題
点
は
含
む
で
あ
ろ
う）9
（

。
そ
し
て
、
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前
段
の
事
実
が
あ
れ
ば
占
有
放
棄
と
見
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
得
る
な
ど
、
捜
査
側
の
働
き
掛
け
の
一
態
様
を
示
す
事
例
と
し
て
参
考
の
意

味
は
持
ち
得
る
と
思
わ
れ
る
。

　

⑸　

更
に
、
昭
和
五
六
年
一
一
月
か
ら
昭
和
五
七
年
四
月
頃
迄
に
警
視
庁
管
内
に
お
い
て
一
〇
〇
件
余
り
の
忍
込
み
窃
盗
事
件
が
発
生

し
、
そ
の
手
口
、
態
様
こ
と
に
醤
油
等
を
家
具
類
等
に
散
布
す
る
と
い
う
特
異
な
手
口
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
同
一
手
口
歴
の
あ
る

被
告
人
が
そ
の
被
疑
者
と
さ
れ
、
同
年
五
月
六
日
以
降
被
告
人
の
追
跡
捜
査
が
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
尾
行
を
警
戒
す
る
被
告
人
の
巧
み

な
行
動
の
た
め
に
右
捜
査
が
難
航
し
、
ま
た
指
紋
、
足
跡
、
目
撃
者
等
の
有
力
な
証
拠
も
得
ら
れ
な
い
儘
推
移
す
る
内
、
捜
査
に
従
事
し

て
い
た
司
法
警
察
員
が
、
被
告
人
が
品
川
区
内
の
靴
店
で
頻
繁
に
靴
を
買
い
換
え
る
こ
と
を
知
っ
て
、
同
靴
店
の
店
員
か
ら
ズ
ッ
ク
靴
五

足
を
借
り
受
け
、
そ
の
靴
底
裏
面
に
切
り
傷
を
付
け
て
返
し
、
被
疑
者
に
販
売
さ
せ
、
窃
盗
の
犯
行
現
場
に
残
さ
れ
た
二
つ
の
足
跡
と
前

記
ズ
ッ
ク
靴
の
足
跡
が
酷
似
し
て
い
る
と
し
て
犯
人
と
割
り
出
し
た
事
案
に
つ
い
て
、
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
（
高
刑
集

第
三
六
巻
第
三
号
二
八
五
頁
）
は
、「
所
論
は
、
警
察
官
が
ひ
そ
か
に
切
傷
を
つ
け
た
靴
を
靴
店
で
被
疑
者
に
販
売
し
て
そ
の
行
動
を
監
視

す
る
捜
査
方
法
は
、
国
民
の
行
動
の
自
由
を
害
し
、
任
意
捜
査
と
し
て
は
許
容
さ
れ
な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
足
跡
に
よ
っ
て
人
の

行
動
を
観
察
し
て
証
拠
と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
実
際
問
題
と
し
て
、
犯
罪
現
場
に
残
さ
れ
た
足
跡
を
事
後
的

に
収
集
す
る
以
外
は
、
単
に
観
念
上
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
事
後
的
な
観
察
を
可
能
と
す
る
た
め
特
殊
な
足
跡
を
残
す

よ
う
な
工
作
を
靴
に
施
し
た
か
ら
と
い
つ
て
、
人
の
居
宅
に
立
入
る
な
ど
通
常
許
さ
れ
な
い
方
法
で
そ
の
行
動
を
直
接
監
視
す
る
場
合
と

同
視
す
る
の
は
相
当
で
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
工
作
に
よ
る
捜
査
が
、
直
ち
に
人
に
対
し
強
制
処
分
に
準
じ
る
よ
う
な
身
体
的
又
は

精
神
的
な
負
担
を
課
し
、
行
動
の
自
由
を
奪
う
も
の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
捜
査
の
目
的
を
達
す
る
た
め
相
当
と
認
め
ら

れ
る
限
り
、
足
跡
を
採
取
す
る
た
め
靴
に
一
定
の
工
作
を
施
す
こ
と
も
、
任
意
捜
査
と
し
て
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
本
件
に
つ
い
て
み
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る
と
、
前
記
の
と
お
り
、
多
数
の
窃
盗
事
件
の
被
疑
者
と
目
す
べ
き
事
情
が
あ
り
、
そ
の
捜
査
が
困
難
で
他
に
こ
れ
に
か
わ
る
有
効
適
切

な
捜
査
方
法
が
見
当
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
態
様
が
靴
底
裏
面
に
切
傷
を
つ
け
た
ズ
ッ
ク
靴
を
靴
店
の
協
力
を
得
て
被
告
人
に
販
売
し
後
に

単
に
回
収
し
た
と
い
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
右
の
捜
査
方
法
は
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
限
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
所
論
指
摘
の
各
証
拠
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
べ
き
い
わ
れ
は
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
本
件
も
窃
盗
の

実
行
行
為
を
働
き
掛
け
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
囮
捜
査
に
は
属
さ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
捜
査
態
様
の
相
当
性
・
必
要
性
に
関
し
て
参
考

の
意
味
は
持
ち
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

⑹　

囮
捜
査
と
類
似
す
る
面
の
あ
る
か
か
る
詐
術
的
捜
査
に
つ
い
て
、
学
説
に
お
い
て
は
、
囮
捜
査
に
よ
る
こ
と
の
必
要
性
と
囮
捜
査

の
態
様
の
相
当
性
を
検
討
し
て
囮
捜
査
の
適
法
性
を
判
断
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
妥
当
と
し
た
上
で
、
囮
捜
査
と
類
似
す
る
問
題
も
同
様
の

方
法
で
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
捉
え
、
そ
の
も
と
で
、
昭
和
五
七
年
五
月
二
五
日
広
島
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
囮
に
よ
る
働
き
掛

け
が
極
め
て
消
極
的
で
あ
る
か
ら
本
来
の
囮
捜
査
の
問
題
と
は
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
同
種
の
問
題
を
含
み
、
捜
査
態
様
の

相
当
性
に
は
問
題
が
な
く
、
必
要
性
が
存
在
す
る
以
上
、
適
法
な
捜
査
と
考
え
ら
れ
る
と
も
主
張
さ
れ
る
。
ま
た
、
東
京
高
判
昭
和
五
八

年
一
〇
月
二
〇
日
に
つ
い
て
も
、
囮
捜
査
の
問
題
で
は
な
く
、
証
拠
収
集
の
段
階
に
お
け
る
詐
術
的
捜
査
の
適
法
性
の
問
題
で
あ
る
が
、

捜
査
態
様
の
相
当
性
と
必
要
性
に
照
ら
す
と
適
法
な
捜
査
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
も
評
さ
れ
て
い
る）10
（

。
し
か
し
、
一
方
で
、
囮
捜
査

の
定
義
と
し
て
、
犯
罪
の
実
行
を
働
き
掛
け
る
こ
と
が
要
素
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
例
え
ば
、
ス
リ
を
検
挙
す
る
た
め
、
捜
査
官
が
電

車
内
で
仮
睡
客
を
装
う
よ
う
な
捜
査
は
、
犯
人
に
対
す
る
具
体
的
な
働
き
掛
け
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
囮
捜
査
に
は
該
当
せ
ず
、
囮
捜

査
に
関
す
る
適
法
性
の
判
断
基
準
等
は
、
そ
の
よ
う
な
捜
査
手
法
に
は
当
て
嵌
ま
ら
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
と
指
摘
す
る
見
解
も
有
力
に
主

張
さ
れ
て
い
る）11
（

。
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⑺　

そ
し
て
、
近
時
に
お
い
て
は
、
買
い
受
け
捜
査
と
呼
ば
れ
る
手
法
が
、
わ
い
せ
つ
物
頒
布
事
件
捜
査
や
商
標
法
違
反
事
件
捜
査
、

サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
な
ど
で
用
い
ら
れ
て
い
る）12
（

。
例
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
わ
い
せ
つ
物
や
児
童
ポ
ル
ノ
と
い
っ
た
違
法
・
有
害

情
報
を
提
供
す
る
形
態
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
、
直
接
の
被
害
者
が
い
な
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
現
物
を
直
接
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
、
出
品
の
殆
ど
は
匿
名
で
被
疑
者
特
定
に
繋
が
る
具
体
的
な
情
報
入
手
が
期
待
出
来
な
い
と
い
っ
た
捜
査
上
の
障
碍
を
持
つ
の
で
、

末
端
被
疑
者
の
検
挙
に
止
ま
ら
ず
、
上
位
被
疑
者
等
の
検
挙
を
図
る
こ
と
を
も
目
的
と
し
て
、
警
察
官
ま
た
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査

協
力
者
が
、
そ
の
身
分
を
秘
し
て
相
手
方
か
ら
わ
い
せ
つ
物
等
を
購
入
し
、
事
実
を
確
認
し
て
捜
査
を
進
め
る
手
法
が
活
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
囮
捜
査
の
一
つ
と
も
認
識
さ
れ
て
い
る）13
（

。

　

⑻　

更
に
、
最
近
の
特
殊
詐
欺
事
犯
に
お
い
て
は
、
暴
力
団
員
が
こ
れ
を
新
た
な
資
金
源
と
し
て
実
行
し
て
い
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る

も
の
の
、
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
暴
力
団
程
の
組
織
性
は
な
く
、
中
心
メ
ン
バ
ー
が
離
合
集
散
を
繰
り
返
し
て
短
期
間
で
新
た
な
組
織
を
作

る
等
、
流
動
的
且
つ
柔
軟
な
組
織
形
態
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
出
し
子
（
振
込
型
に
お
い
て
、
詐
取
金
を
預
貯
金

口
座
か
ら
引
き
出
す
役
割
の
者
）・
受
け
子
（
現
金
受
取
型
・
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
受
取
型
に
お
い
て
、
現
金
等
を
被
害
者
か
ら
直
接
受
け
取
る
者
）
を

検
挙
す
る
こ
と
を
端
緒
と
し
て
、
架
け
子
（
架
電
に
よ
っ
て
被
害
者
を
欺
罔
す
る
者
）
の
拠
点
等
犯
行
拠
点
を
解
明
・
摘
発
す
る
な
ど
し
て

上
位
の
被
疑
者
を
段
階
的
に
特
定
・
検
挙
し
、
グ
ル
ー
プ
の
中
核
へ
と
突
き
上
げ
て
行
く
徹
底
し
た
突
き
上
げ
捜
査
と
、
犯
罪
組
織
に
関

す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
に
よ
り
、
首
魁
ク
ラ
ス
の
摘
発
、
グ
ル
ー
プ
の
解
体
を
図
り
、
ま
た
、
警
察
各
分
野
の
情
報
を
端
緒
と
し
た
内

偵
捜
査
に
よ
り
拠
点
を
急
襲
し
て
関
係
者
を
一
網
打
尽
に
す
る
摘
発
型
捜
査
を
こ
れ
迄
以
上
に
強
化
し
て
組
織
そ
の
も
の
の
多
角
的
な
検

挙
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
点
も
有
力
に
主
張
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
も
、
振
り
込
め
詐
欺
等
の
欺

罔
電
話
を
受
け
た
被
害
者
か
ら
の
通
報
に
基
づ
き
、
被
害
者
に
騙
さ
れ
た
振
り
を
し
て
貰
っ
て
受
け
子
が
現
金
を
受
け
取
り
に
来
る
よ
う
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に
仕
向
け
て
貰
い
、
こ
れ
に
乗
っ
て
現
金
を
受
け
取
り
に
来
た
受
け
子
を
予
め
配
置
し
て
お
い
た
捜
査
員
が
検
挙
す
る
と
い
う
「
騙
さ
れ

た
振
り
作
戦
」
が
取
締
り
の
観
点
か
ら
重
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
囮
捜
査
に
類
似
す
る
手
法
と
言
え
よ
う）14
（

。

　

三　

本
判
決
に
言
う
「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
の
特
徴

　

⑴　

本
判
決
は
、「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
を
「
捜
査
機
関
又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
が
、
捜
査
対
象
者
が
自
己
等
に
対
す

る
犯
罪
を
実
行
し
や
す
い
状
況
を
秘
密
裡
に
作
出
し
た
上
で
、
同
対
象
者
が
こ
れ
に
対
し
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ
で
現
行
犯
逮
捕

等
に
よ
り
検
挙
す
る
捜
査
手
法
」
と
定
義
し
た
。
そ
し
て
、
な
り
す
ま
し
捜
査
は
、
任
意
捜
査
の
一
類
型
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
こ

ろ
、
本
件
に
お
い
て
そ
の
捜
査
手
法
が
許
容
さ
れ
る
か
否
か
は
、
本
件
捜
査
の
必
要
性
や
そ
の
態
様
の
相
当
性
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
て

判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
な
り
す
ま
し
捜
査
に
類
似
す
る
捜
査
手
法
に
囮
捜
査
が
あ
る
が
、
囮
捜
査
が
「
捜
査
機
関

又
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
捜
査
協
力
者
が
、
そ
の
身
分
や
意
図
を
相
手
方
に
秘
し
て
犯
罪
を
実
行
す
る
よ
う
に
働
き
掛
け
、
相
手
方
が
こ

れ
に
応
じ
て
犯
罪
の
実
行
に
出
た
と
こ
ろ
で
現
行
犯
逮
捕
等
に
よ
り
検
挙
す
る
も
の
」（
最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
）
と
定
義
さ
れ
、

相
手
方
に
対
す
る
犯
罪
実
行
の
働
き
掛
け
を
要
素
と
す
る
の
に
対
し
、
な
り
す
ま
し
捜
査
で
は
そ
の
よ
う
な
働
き
掛
け
は
要
素
と
な
っ
て

お
ら
ず
、
両
捜
査
手
法
は
こ
の
点
に
お
い
て
区
別
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
両
捜
査
手
法
は
、
本
来
犯
罪
を
抑
止
す
べ
き
立
場
に
あ
る
国
家
が

犯
罪
を
誘
発
し
て
い
る
と
の
側
面
が
あ
り
、
そ
の
捜
査
活
動
に
よ
り
捜
査
の
公
正
が
害
さ
れ
る
危
険
を
孕
ん
で
い
る
と
い
う
本
質
的
な
性

格
は
共
通
し
て
い
る
か
ら
、
囮
捜
査
が
許
容
さ
れ
る
場
合
と
し
て
上
記
判
例
が
示
し
た
要
件
、
す
な
わ
ち
、
①
機
会
が
あ
れ
ば
犯
罪
を
行

う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
直
接
の
被
害
者
が
い
な
い
薬
物
犯
罪
等
の
捜
査
に
お
い
て
、
通
常
の
捜
査

方
法
の
み
で
は
当
該
犯
罪
の
摘
発
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
と
の
要
件
は
、
両
捜
査
手
法
の
間
の
上
記
差
異
の
た
め
に
そ
の
要
件
判
断
の
厳
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格
さ
に
多
少
の
差
異
が
あ
り
得
る
に
せ
よ
、
な
り
す
ま
し
捜
査
の
必
要
性
及
び
そ
の
態
様
の
相
当
性
に
関
す
る
判
断
の
あ
り
方
を
具
体
化

す
る
も
の
と
し
て
、
猶
有
用
で
あ
る
と
す
る
。

　

⑵　

こ
の
よ
う
に
、「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
は
囮
捜
査
と
は
区
別
さ
れ
る
が
、
類
似
の
捜
査
手
法
で
あ
り
、
囮
捜
査
の
適
法
性
を
判
断

す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
の
適
否
を
判
断
す
る
た
め
に
参
考
と
な
る
と
い
う
考
え
方
は
、
二
で
検
討
し
た
従
前

の
詐
術
的
捜
査
の
特
徴
、
適
法
性
を
考
え
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
、
大
枠
と
し
て
は
共
通
す
る
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。

　

⑶　

そ
し
て
、
本
判
決
は
、
ま
ず
被
告
人
の
犯
意
の
点
か
ら
見
る
と
、
被
告
人
が
連
日
深
夜
に
自
宅
の
周
辺
を
徘
徊
し
、
そ
の
際
、
ア

自
動
販
売
機
の
釣
り
銭
口
に
手
を
入
れ
る
な
ど
す
る
と
と
も
に
、
駐
車
中
の
他
人
の
自
動
車
の
中
を
覗
き
込
む
行
動
を
取
っ
て
い
る
、
イ

夏
場
で
あ
る
の
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
上
着
の
フ
ー
ド
を
被
る
な
ど
、
人
目
を
避
け
る
よ
う
な
服
装
を
し
て
い
る
等
と
い
っ
た
行
動
が
観

察
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
過
去
約
半
年
の
間
に
被
告
人
の
自
宅
の
周
辺
地
域
で
夜
間
を
含
む
時
間
帯
に
車
上
狙
い
の
被
害
が
散
発
的
に
発
生

し
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
れ
ば
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
、
被
告
人
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
無
施
錠
の
自
動
車
に
対
し
て
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が

あ
る
も
の
と
判
断
し
た
こ
と
に
は
一
応
の
理
由
が
あ
り
、
被
告
人
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
に

当
た
る
も
の
と
言
え
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
他
面
で
、
被
告
人
が
か
な
り
慎
重
な
態
度
で
車
上
狙
い
の
実
行
に
臨
ん
で
い
る
様
子
が
見

て
取
れ
る
と
い
っ
た
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
被
告
人
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が
あ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
そ

の
犯
罪
傾
向
は
、
本
件
捜
査
を
行
わ
な
く
て
も
被
告
人
は
早
晩
別
の
車
上
狙
い
を
行
う
筈
で
あ
る
と
言
え
る
程
強
い
も
の
と
は
思
え
な

い
。
そ
う
す
る
と
、
本
件
捜
査
に
お
い
て
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
、
被
告
人
が
狙
い
を
つ
け
そ
う
な
車
種
で
あ
る
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
、
無
人

且
つ
無
施
錠
で
窓
も
少
し
開
い
た
状
態
で
被
告
人
の
よ
く
通
る
場
所
に
駐
車
し
、
そ
の
車
内
の
見
え
易
い
位
置
に
本
件
発
泡
酒
や
本
件
パ
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ン
が
放
置
さ
れ
た
状
態
に
し
て
お
い
た
こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
の
車
上
狙
い
の
実
行
が
促
進
さ
れ
た
面
が
多
分
に
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

そ
の
上
で
、
本
件
に
お
け
る
な
り
す
ま
し
捜
査
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
被
告
人
に
は
車
上
狙
い
の
嫌
疑
が
あ
る
も

の
の
、
そ
の
捜
査
が
困
難
な
た
め
に
本
件
捜
査
を
行
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
①
薬
物
犯
罪
等
と
は
異
な
り
、
車
上
狙
い
は
、
証
拠

の
収
集
や
犯
人
の
検
挙
が
困
難
な
犯
罪
類
型
で
は
な
い
こ
と
、
②
本
件
を
具
体
的
に
見
て
も
、
捜
査
対
象
者
で
あ
る
被
告
人
の
住
居
は
把

握
さ
れ
て
い
る
等
、
Ｃ
警
察
官
ら
に
お
い
て
被
告
人
の
行
動
を
追
跡
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
し
、
車
上
狙
い
は
一
般
に
他
者

か
ら
観
察
し
易
い
犯
罪
で
あ
り
、
実
際
に
も
仮
に
被
告
人
が
車
上
狙
い
の
実
行
に
出
た
場
合
、
行
動
確
認
捜
査
中
の
Ｃ
警
察
官
ら
に
お
い

て
そ
の
犯
行
を
現
認
す
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
③
本
件
の
よ
う
な
捜
査
方
法
に
よ
ら
ず
、
新
た
な
被
害
申
告
を
受
け
た
後

で
捜
査
に
着
手
す
る
と
し
て
も
、
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
そ
の
捜
査
を
遂
げ
る
の
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
べ
き
事
情
も
見
当
た
ら

な
い
こ
と
、
④
嫌
疑
を
掛
け
て
い
た
車
上
狙
い
の
被
害
額
は
概
し
て
少
額
で
あ
る
等
、
被
告
人
に
対
し
て
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
わ
な
い

場
合
に
生
じ
得
る
害
悪
も
決
し
て
大
き
な
も
の
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、
本
件
捜
査
は
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
べ
き
必
要
性
が
殆

ど
な
い
と
認
定
し
、
従
っ
て
そ
の
捜
査
の
態
様
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
て
お
り
、
国
家

が
犯
罪
を
誘
発
し
、
捜
査
の
公
正
を
害
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

四　
「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
の
適
法
性
に
関
す
る
判
断
の
分
析
・
評
価

　

⑴　

前
提
と
し
て
、
本
判
決
が
最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
の
示
し
た
要
件
を
、
な
り
す
ま
し
捜
査
の
必
要
性
及
び
そ
の
態
様

の
相
当
性
に
関
す
る
判
断
の
あ
り
方
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、
猶
有
用
で
あ
る
と
評
価
す
る
点
に
は
一
定
の
合
理
性
は
あ
る
と
考
え

る
。
な
り
す
ま
し
捜
査
は
、
対
象
者
に
積
極
的
な
働
き
掛
け
を
す
る
こ
と
な
く
、
対
象
者
が
犯
罪
に
出
る
と
こ
ろ
を
待
っ
て
検
挙
す
る
も
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の
で
あ
る
か
ら
、
最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
の
定
義
か
ら
は
囮
捜
査
と
は
異
な
る
が
、
一
方
、
捜
査
機
関
が
犯
罪
実
行
を
積
極

的
に
働
き
掛
け
た
の
か
、
犯
罪
を
誘
引
す
る
情
況
を
作
出
し
た
に
過
ぎ
な
い
の
か
の
線
引
き
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
後
者
に
該
当
す

る
事
例
で
あ
っ
て
も
、
一
種
の
詐
術
を
用
い
て
相
手
方
を
犯
罪
へ
と
導
い
て
い
る
以
上
、
囮
捜
査
と
共
通
の
問
題
が
生
じ
得
る）15
（

と
解
す
る

こ
と
は
可
能
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

⑵　

本
判
決
は
、
当
該
捜
査
を
違
法
と
し
て
い
る
限
り
で
は
、
二
で
検
討
し
た
従
前
の
詐
術
的
捜
査
に
関
す
る
裁
判
例
と
大
枠
と
し
て

は
類
似
の
判
断
枠
組
み
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
①
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
昭
和
四
六
年
五
月
一
日
命
令
は
、
司
法
警
察

職
員
が
他
人
に
対
し
て
犯
罪
を
誘
発
し
易
い
状
況
を
設
定
・
提
供
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
と
し
つ
つ
、
当
該
捜
査
方
法
が
（
そ
れ
に
続

く
捜
索
差
押
と
相
俟
っ
て
で
は
あ
る
が
）
許
容
さ
れ
る
要
件
と
し
て
、「
犯
罪
が
重
大
で
あ
る
等
の
理
由
か
ら
特
に
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
」

を
呈
示
し
て
い
る
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る）16
（

。
ま
た
、
②
昭
和
五
七
年
五
月
二
五
日
の
広
島
高
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、「
巡
査
に
お
い
て
積
極

的
に
被
告
人
の
窃
取
行
為
を
誘
発
し
た
り
、
又
は
自
ら
財
布
を
差
し
出
す
な
ど
」
の
場
合
に
は
、「
皮
財
布
に
対
す
る
占
有
を
放
棄
し
た

と
み
ら
れ
る
」
と
も
解
せ
な
く
は
な
く
、
巡
査
に
お
け
る
被
告
人
の
窃
取
行
為
に
対
す
る
積
極
的
な
誘
発
な
ど
は
、
不
相
当
な
働
き
掛
け

の
有
無
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
更
に
、
③
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
は
、「
事
後
的

な
観
察
を
可
能
と
す
る
た
め
特
殊
な
足
跡
を
残
す
よ
う
な
工
作
を
靴
に
施
し
た
か
ら
と
い
つ
て
、
人
の
居
宅
に
立
入
る
な
ど
通
常
許
さ
れ

な
い
方
法
で
そ
の
行
動
を
直
接
監
視
す
る
場
合
と
同
視
す
る
の
は
相
当
で
な
い
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
工
作
に
よ
る
捜
査
が
、
直
ち
に
人

に
対
し
強
制
処
分
に
準
じ
る
よ
う
な
身
体
的
又
は
精
神
的
な
負
担
を
課
し
、
行
動
の
自
由
を
奪
う
も
の
と
も
認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
つ

て
、
捜
査
の
目
的
を
達
す
る
た
め
相
当
と
認
め
ら
れ
る
限
り
、
足
跡
を
採
取
す
る
た
め
靴
に
一
定
の
工
作
を
施
す
こ
と
も
、
任
意
捜
査
と

し
て
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
…
…
、
多
数
の
窃
盗
事
件
の
被
疑
者
と
目
す
べ
き
事
情
が
あ
り
、
そ
の
捜
査
が
困
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難
で
他
に
こ
れ
に
か
わ
る
有
効
適
切
な
捜
査
方
法
が
見
当
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
態
様
が
靴
底
裏
面
に
切
傷
を
つ
け
た
ズ
ッ
ク
靴
を
靴
店
の

協
力
を
得
て
被
告
人
に
販
売
し
後
に
単
に
回
収
し
た
と
い
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
右
の
捜
査
方
法
は
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
限
度

に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」
と
述
べ
、
捜
査
の
困
難
性
・
代
替
捜
査
方
法
の
不
存
在
、
捜
査
方
法
の
相
当
性
を

メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
本
判
決
も
、
証
拠
収
集
の
困
難
性
、
通
常
の
捜
査
手
法
に
よ
る
目
的
達
成
の
困
難

性
、
被
害
額
・
犯
行
頻
度
と
い
っ
た
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
わ
な
い
場
合
に
生
じ
得
る
害
悪
に
鑑
み
た
捜
査
の
必
要
性
、
捜
査
態
様

（
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
必
要
性
が
殆
ど
な
い
た
め
、
捜
査
態
様
を
検
討
す
る
余
地
は
な
い
と
し
て
い
る
が
）
を
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
お
り
、
上

記
①
か
ら
③
の
裁
判
例
の
判
断
基
準
と
大
枠
で
は
同
じ
方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る）17
（

。

　

⑶　

そ
し
て
、
従
前
の
裁
判
例
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
も
言
え
る
、
か
か
る
証
拠
収
集
の
困
難
性
、
通
常
の
捜
査
手
法
に
よ
る
目
的
達

成
の
困
難
性
、
被
害
額
・
犯
行
頻
度
と
い
っ
た
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
わ
な
い
場
合
に
生
じ
得
る
害
悪
に
鑑
み
た
捜
査
の
必
要
性
と
い

う
判
断
フ
ァ
ク
タ
ー
を
掲
げ
る
こ
と
自
体
は
、
概
ね
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
、
五
で
触
れ
る
よ
う
に
、
詐
術
的
捜
査
と
い
う
大

き
な
枠
組
み
に
お
い
て
は
本
件
と
従
前
の
裁
判
例
と
に
共
通
点
は
あ
る
と
言
え
る
が
、
本
件
の
事
案
と
従
前
の
裁
判
例
の
事
案
と
で
は
、

捜
査
手
法
と
し
て
差
異
も
認
め
ら
れ
、
そ
の
点
で
、
五
で
述
べ
る
よ
う
に
、
従
前
の
裁
判
例
は
本
件
の
先
例
と
迄
は
言
え
な
い
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
同
一
に
解
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
具
体
的
な
当
て
嵌
め
に
お
い
て
は
相
当
の
差
異
が
生
じ
て
来
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

五　

本
件
の
問
題
点

　

⑴　

本
判
決
は
、
被
告
人
に
は
車
上
狙
い
の
犯
意
が
十
分
に
窺
わ
れ
、
機
会
が
あ
れ
ば
無
施
錠
の
自
動
車
に
対
し
て
車
上
狙
い
を
行
う

意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
と
し
た
上
で
、
し
か
し
、
そ
の
犯
罪
傾
向
は
、
本
件
捜
査
を
行
わ
な
く
と
も
被
告
人
は
早
晩
別
の
車
上
狙
い
を
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行
う
筈
で
あ
る
と
言
え
る
程
強
い
も
の
と
は
思
え
な
い
か
ら
、
本
件
な
り
す
ま
し
捜
査
に
よ
っ
て
被
告
人
の
車
上
狙
い
の
実
行
が
促
進
さ

れ
た
面
が
多
分
に
あ
る
と
認
定
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
件
で
は
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
そ
の
捜
査
を
遂
げ
る
の
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認

め
る
べ
き
事
情
も
見
当
た
ら
ず
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
わ
な
い
場
合
に
生
じ
得
る
害
悪
も
決
し
て
大
き
な
も
の
と
は
言
え
な
い
か
ら
、

被
告
人
に
は
機
会
が
あ
れ
ば
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
点
を
踏
ま
え
て
も
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
べ
き
必
要
性
は

殆
ど
な
か
っ
た
と
評
価
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
し
て
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
必
要
性
が
殆
ど
な
い
以
上
、
そ
の
捜
査
態
様
の
如
何

に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
て
お
り
、
国
家
が
犯
罪
を
誘
発
し
、
捜
査
の
公
正
を
害
す
る
も
の
と
し

て
違
法
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
と
論
じ
た
。

　

以
上
の
点
に
関
し
て
は
、
二
で
検
討
し
た
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
昭
和
四
六
年
五
月
一
日
命
令
に
お
い
て
も
、
当
該
捜
査
方
法
に
つ
い
て

は
、
司
法
警
察
職
員
が
犯
罪
捜
査
の
た
め
と
は
言
え
、
意
識
的
に
新
た
に
他
人
に
対
し
て
犯
罪
を
誘
発
し
易
い
状
況
を
設
定
し
て
提
供
す

る
こ
と
は
相
当
で
な
く
、
前
記
の
よ
う
な
捜
査
に
続
く
強
制
捜
査
自
体
を
適
法
な
も
の
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
は
社
会
通
念
上
相
当
で
な

く
、
結
局
、
本
件
請
求
は
他
に
こ
れ
を
認
め
る
に
足
る
特
別
の
事
情
も
な
い
か
ら
刑
事
訴
訟
法
第
一
条
に
照
ら
し
て
不
適
法
で
あ
る
と
し

て
お
り
、
│
│
今
日
的
な
意
味
に
お
け
る
重
大
な
違
法
に
該
当
す
る
か
否
か
は
措
く
と
し
て
も
│
│
既
に
詐
術
的
捜
査
を
違
法
と
し
た
例

は
存
し
た
。
ま
た
、
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
は
、「
多
数
の
窃
盗
事
件
の
被
疑
者
と
目
す
べ
き
事
情
が
あ
り
、
そ
の
捜
査

が
困
難
で
他
に
こ
れ
に
か
わ
る
有
効
適
切
な
捜
査
方
法
が
見
当
ら
ず
、
し
か
も
そ
の
態
様
が
靴
底
裏
面
に
切
傷
を
つ
け
た
ズ
ッ
ク
靴
を
靴

店
の
協
力
を
得
て
被
告
人
に
販
売
し
後
に
単
に
回
収
し
た
と
い
う
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
右
の
捜
査
方
法
は
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る

限
度
に
と
ど
ま
る
も
の
で
あ
る
」
と
し
た
が
、
本
件
と
は
前
提
事
情
が
異
な
る
点
で
区
別
可
能
で
あ
る
か
ら
、
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一

〇
月
二
〇
日
に
本
判
決
が
抵
触
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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⑵　

問
題
は
、
本
件
違
法
が
直
ち
に
関
連
証
拠
を
排
除
す
る
程
重
大
な
違
法
で
あ
っ
た
と
言
え
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
、
本
判
決
は
、

ア
本
件
で
は
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
べ
き
必
要
性
が
殆
ど
な
く
、
適
法
手
続
か
ら
の
逸
脱
の
程
度
は
大
き
い
、
イ
前
記
の
通
り
、
本
件

捜
査
に
よ
り
国
家
が
犯
罪
の
発
生
を
一
定
程
度
促
進
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
、
ウ
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
手
っ
取
り
早
く
被
告
人
を
検
挙
し

よ
う
と
考
え
て
安
易
に
本
件
の
違
法
捜
査
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
同
警
察
官
ら
に
は
捜
査
方
法
の
選
択
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
、

エ
本
件
が
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
犯
罪
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
、
オ
Ｃ
警
察
官
ら
に
は
、
被
告
人
の
検
挙
に
お
い
て
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行

っ
た
事
実
を
捜
査
書
類
上
明
ら
か
に
せ
ず
、
ま
た
公
判
廷
に
お
い
て
も
同
事
実
を
否
認
す
る
内
容
の
証
言
を
す
る
な
ど
、
本
件
捜
査
の
適

法
性
に
関
す
る
司
法
審
査
を
潜
脱
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
等
に
照
ら
す
と
、
そ
の
違
法
は
重
大
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
ア
か
ら

エ
だ
け
で
重
大
な
違
法
に
な
る
と
し
て
い
る
の
か
、
オ
を
加
え
て
初
め
て
重
大
な
違
法
に
な
る
と
し
て
い
る
の
か
は
明
確
で
な
い
。
た
だ
、

ウ
で
警
察
官
ら
に
重
大
な
過
失
が
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
、
本
件
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
っ
た
こ
と
自
体
で
重
大
な
違
法
が
あ
る
と
し
て

い
る
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
ま
た
、
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
状
況
の
も
と
で
、
捜
査
態
様
が
許
容
さ
れ
る
限
度
を
僅
か
に
超
え
て
行
わ
れ

た
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
た
言
い
方）18
（

も
し
て
お
ら
ず
、
端
的
に
、「
本
件
捜
査
は
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
う
べ
き
必
要
性
が
ほ
と
ん
ど
な

い
以
上
、
そ
の
捜
査
の
態
様
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
逸
脱
し
て
お
り
、
国
家
が
犯
罪
を
誘
発

し
、
捜
査
の
公
正
を
害
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。」
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
は
、
本
件
な
り
す
ま
し
捜

査
自
体
重
大
な
違
法
を
孕
む
と
解
す
る
の
が
素
直
な
読
み
方
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

⑶　

但
し
、「
重
大
な
違
法
」
と
し
て
い
る
と
す
る
と
、
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
（
当
該
捜
査
を
任
意
捜
査
と
し
て
許
さ
れ

る
と
し
て
い
る
）
に
お
い
て
も
捜
査
対
象
者
で
あ
る
被
告
人
が
特
定
さ
れ
て
い
た
点
で
本
件
と
同
様
で
あ
り）19
（

、
通
常
の
捜
査
手
法
で
は
そ

の
捜
査
を
遂
げ
る
の
が
特
に
困
難
で
あ
る
と
認
め
る
べ
き
事
情
も
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
部
分
は
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
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に
も
（
対
象
者
の
追
跡
な
ど
を
地
道
に
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
）
当
て
嵌
ま
り
得
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
東
京
高
判
昭
和

五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
で
は
、
他
に
こ
れ
に
代
わ
る
有
効
適
切
な
捜
査
方
法
が
見
当
ら
な
い
と
は
し
て
い
る
が
）。
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二

〇
日
の
事
案
に
お
い
て
は
約
五
か
月
の
間
に
一
〇
〇
件
余
り
の
忍
込
み
窃
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
る
点
で
、
本
件
と
背
景
事
情
が
異
な
る

こ
と
、
ま
た
、
本
件
で
は
、
本
件
捜
査
を
行
わ
な
く
と
も
被
告
人
は
早
晩
別
の
車
上
狙
い
を
行
う
筈
で
あ
る
と
言
え
る
程
被
告
人
の
犯
罪

傾
向
が
強
い
も
の
と
は
思
え
な
い
と
認
定
し
て
い
る
点
な
ど
に
差
異
は
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
か
か
る
差
異
が
、
東
京
高
判
昭
和
五
八
年
に

お
け
る
許
さ
れ
る
任
意
捜
査
と
の
認
定
と
、
本
件
に
お
け
る
重
大
な
違
法
（
と
仮
定
し
た
場
合
）
の
認
定
と
を
合
理
的
に
区
別
し
得
る
だ
け

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
は
、
猶
検
討
を
要
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

⑷　

た
だ
、
翻
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
昭
和
四
六
年
五
月
一
日
命
令
、
広
島
高
裁
昭
和
五

七
年
五
月
二
五
日
判
決
、
東
京
高
裁
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
判
決
及
び
本
判
決
は
詐
術
的
捜
査
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
で
見
れ
ば
共

通
性
を
有
す
る
も
の
の
、
仔
細
に
見
れ
ば
、
捜
査
手
法
と
し
て
異
な
る
。
即
ち
、
福
岡
地
裁
小
倉
支
部
昭
和
四
六
年
五
月
一
日
命
令
や
東

京
高
裁
昭
和
五
八
年
一
〇
月
二
〇
日
判
決
は
、
捜
査
機
関
に
よ
る
対
象
者
に
対
す
る
犯
罪
遂
行
の
た
め
の
働
き
掛
け
の
要
素
が
全
く
な

く
、
対
象
者
が
当
該
犯
罪
行
為
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
の
証
拠
収
集
を
目
的
と
し
て
お
り
、
敢
え
て
性
質
の
近
い
手
法

を
探
す
な
ら
ば
、
尾
行
に
近
い
性
質
を
持
つ
と
も
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
判
決
で
言
う
と
こ
ろ
の
な
り
す
ま
し
捜
査
は
、
囮
捜

査
に
比
べ
て
程
度
は
弱
い
も
の
の
、
対
象
者
に
対
す
る
微
弱
な
働
き
掛
け
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
上
記
裁
判
例
と
は
異
な
る
。
こ
の

点
で
、
上
記
二
つ
の
裁
判
例
は
本
判
決
の
先
例
と
は
言
い
難
い
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
対
象
者
に
対
す
る
微
弱
な
働
き
掛
け
と
い
う
点

で
は
、
本
判
決
は
広
島
高
裁
昭
和
五
七
年
五
月
二
五
日
判
決
と
共
通
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
広
島
高
裁
昭
和
五
七
年
五
月
二
五
日
判

決
で
は
捜
査
方
法
の
適
否
そ
の
も
の
は
直
截
的
に
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
意
味
で
、
本
判
決
の
検
討
に
当
た
っ
て
、
先
行
の
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三
つ
の
裁
判
例
は
、
任
意
捜
査
の
限
界
を
画
す
る
判
断
の
大
枠
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
参
考
に
は
な
る
が
、
先
例
と
し
て
の
意
味
は
持
た

な
い
と
言
っ
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
な
り
す
ま
し
捜
査
（
詐
術
的
捜
査
）
と
囮
捜
査
と
に
は
、
一
種
の
詐
術
を
用
い
て
対
象
者
を
犯
罪
へ
と

導
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
共
通
性
を
持
つ
か
ら
、
最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
の
示
し
た
要
件
を
参
照
す
る
こ
と
に
一
定
の
意

味
は
あ
る
と
考
え
る
が
、
囮
捜
査
に
お
け
る
対
象
者
へ
の
働
き
掛
け
と
本
判
決
に
お
け
る
働
き
掛
け
と
で
は
程
度
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
本
判
決
の
事
案
に
お
い
て
は
、
通
常
の
捜
査
方
法
の
み
で
は
当
該
犯
罪
の
摘
発
が
困
難
で
あ
る
こ
と
と
い
っ
た
補
充
性
の
要
件
な
ど

を
含
め
た
、
広
い
意
味
で
の
捜
査
の
必
要
性
の
程
度
は
緩
や
か
に
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
る）20
（

。
そ
し
て
、
特
に
車
上
狙
い
の
場
合
、

張
込
み
等
だ
け
で
は
捜
査
方
法
と
し
て
効
率
が
悪
い
と
思
わ
れ
、
Ｃ
警
察
官
ら
に
お
い
て
、
本
件
で
言
う
と
こ
ろ
の
な
り
す
ま
し
捜
査
に

見
ら
れ
る
軽
微
な
働
き
掛
け
を
行
う
こ
と
に
は
、
一
定
の
合
理
性
も
認
め
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
本
件
事
例
の
場
合
、
四
か
月
間
で
九
件
の
車
上
狙
い
に
よ
る
窃
盗
事
件
が
発
生
し
た
状
況
に
お
い
て
、
相
応

の
嫌
疑
が
あ
っ
た
と
言
え
る
被
告
人
に
対
し
て
、
本
件
の
程
度
の
働
き
掛
け
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
重
大
な
違
法
が
あ
っ
た
と
迄
認

定
す
べ
き
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
余
地
が
な
い
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
補
充
性
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
と

す
れ
ば
、
本
件
で
は
い
わ
ゆ
る
な
り
す
ま
し
捜
査
の
必
要
性
が
殆
ど
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
再
考
の
余
地
が
あ
り
、
更
に
、
捜

査
の
対
象
が
薬
物
事
犯
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
必
要
が
必
ず
し
も
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
本
件
な
り
す
ま
し
捜
査
自
体
が
違
法
と
言
え

る
も
の
か
に
つ
い
て
も
再
検
討
の
余
地
が
あ
り
得
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う）21
（

。

　

⑸　

尤
も
、
以
上
の
点
を
措
く
と
し
て
も
、
本
件
の
場
合
、
Ｃ
警
察
官
ら
に
は
、
被
告
人
の
検
挙
に
お
い
て
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
っ

た
事
実
を
捜
査
書
類
上
明
ら
か
に
せ
ず
、
ま
た
公
判
廷
に
お
い
て
も
同
事
実
を
否
認
す
る
内
容
の
証
言
を
す
る
な
ど
、
本
件
捜
査
の
適
法
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性
に
関
す
る
司
法
審
査
を
潜
脱
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
点
が
認
定
さ
れ
て
お
り
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
平
成
一
五
年
二
月
一
四

日
（
刑
集
五
七
巻
二
号
一
二
一
頁
）
の
「
本
件
の
経
緯
全
体
を
通
し
て
表
れ
た
こ
の
よ
う
な
警
察
官
の
態
度
を
総
合
的
に
考
慮
す
れ
ば
、
本

件
逮
捕
手
続
の
違
法
の
程
度
は
、
令
状
主
義
の
精
神
を
潜
脱
し
、
没
却
す
る
よ
う
な
重
大
な
も
の
と
評
価
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な
い
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
の
判
示
に
鑑
み
て
も
、
結
果
的
に
重
大
な
違
法
を
認
定
さ
れ
た
点
は
や
む
を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る）22
（

。

　

六　

お
わ
り
に

　

本
件
の
場
合
、
比
較
的
軽
微
な
窃
盗
犯
罪
で
あ
り
、
被
告
人
の
行
動
確
認
捜
査
に
お
い
て
被
告
人
の
車
上
狙
い
を
現
認
す
る
こ
と
は
十

分
可
能
で
あ
っ
て
、
Ｃ
警
察
官
ら
は
、
手
っ
取
り
早
く
被
告
人
を
検
挙
し
よ
う
と
考
え
て
安
易
に
本
件
の
違
法
捜
査
に
出
た
も
の
で
あ

り
、
同
警
察
官
ら
に
は
捜
査
方
法
の
選
択
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
点
、
ま
た
、
Ｃ
警
察
官
ら
に
は
、
被
告
人
の
検

挙
に
お
い
て
な
り
す
ま
し
捜
査
を
行
っ
た
事
実
を
捜
査
書
類
上
明
ら
か
に
せ
ず
、
ま
た
公
判
廷
に
お
い
て
も
同
事
実
を
否
認
す
る
内
容
の

証
言
を
す
る
な
ど
、
本
件
捜
査
の
適
法
性
に
関
す
る
司
法
審
査
を
潜
脱
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
点
が
重
大
な
違
法
の
認
定
に
当

た
っ
て
重
視
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
本
判
決
を
前
提
と
し
て
も
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
特
に
秘
匿
す
る
こ
と
な
く
、
少
な
く
と

も
当
該
犯
罪
が
重
大
等
の
理
由
か
ら
特
に
必
要
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
他
に
有
効
適
切
な
代
替
捜
査
方
法
が
見
当
ら
な
い
場
合
に
迄）23
（

、
本

件
の
よ
う
な
詐
術
的
捜
査
・
な
り
す
ま
し
捜
査
が
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
か
る
意
味
で
、
本
判
決
の
射
程
は

限
定
さ
れ
る
が
、
本
判
決
は
、
な
り
す
ま
し
捜
査
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
限
界
と
な
る
事
例
を
呈
示
し
た
点
で
意
味
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
呈
示
す
る
要
件
に
は
異
論
も
あ
り
得
、
ポ
レ
ー
ミ
ッ
シ
ュ
な
争
点
を
提
起
し
た
と
い
う
点
で
も
意
義
は
大
き
い
と

考
え
ら
れ
る
。



刑
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判
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⑵
（
鈴
木
）

二
八
一

（
1
）　

鹿
児
島
地
検
は
平
成
二
九
年
四
月
七
日
、
前
提
と
な
る
事
実
に
不
満
が
あ
る
と
し
つ
つ
、
福
岡
高
検
と
協
議
し
た
結
果
と
し
て
、
控
訴
断
念
を

発
表
し
た
。
平
成
二
九
年
四
月
八
日
付
産
経
新
聞
、
平
成
二
九
年
四
月
一
三
日
付
西
日
本
新
聞
朝
刊
な
ど
。

（
2
）　

例
え
ば
、
田
口
守
一
『
刑
事
訴
訟
法
﹇
第
七
版
﹈』（
平
成
二
九
年　

成
文
堂
）
四
九
頁
、
山
本
和
昭
「『
お
と
り
』
を
使
っ
た
捜
査
の
適
法
性
」

『
専
修
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
平
成
一
九
年
）
八
七
│
八
頁
な
ど
参
照
。

　
　
　

白
取
祐
司
「
捜
査
官
の
欺
罔
に
よ
る
『
承
諾
』
と
手
続
の
適
正
」
同
『
刑
事
訴
訟
法
の
理
論
と
実
務
』（
平
成
二
四
年　

日
本
評
論
社
）
六
九

頁
以
下
は
、
捜
査
官
の
欺
罔
的
手
段
（
欺
罔
手
段
を
用
い
た
究
極
の
も
の
が
囮
捜
査
で
あ
る
と
す
る
）
を
、
囮
捜
査
と
異
な
り
、
国
家
が
犯
罪
を

創
る
も
の
で
は
な
く
、
犯
罪
の
発
見
（
証
拠
の
収
集
な
ど
）
の
便
宜
の
た
め
に
欺
罔
・
偽
計
的
手
段
を
用
い
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
点
に
関

す
る
も
の
で
あ
り
、
違
法
性
の
程
度
は
軽
い
と
も
言
え
る
が
、
や
り
方
に
フ
ェ
ア
ネ
ス
を
欠
く
と
い
う
点
で
は
共
通
で
あ
ろ
う
と
措
定
し
た
上
で
、

具
体
例
と
し
て
、
偽
計
を
用
い
た
令
状
の
執
行
、
目
的
を
秘
し
た
任
意
同
行
、
尿
の
採
取
に
お
け
る
捜
査
官
の
偽
計
、
令
状
発
付
を
装
っ
て
行
う

任
意
捜
査
な
ど
を
掲
げ
る
。

（
3
）　

山
本
和
昭
・
前
掲
「『
お
と
り
』
を
使
っ
た
捜
査
の
適
法
性
」
八
七
│
八
頁
。

（
4
）　

本
判
決
の
事
案
に
お
け
る
捜
査
機
関
の
行
動
に
は
仮
装
的
な
要
素
は
あ
る
も
の
の
、
対
象
者
へ
の
働
き
掛
け
の
程
度
は
弱
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「
な
り
す
ま
し
捜
査
」
と
い
う
用
語
は
必
ず
し
も
適
切
で
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
判
文
上
用
い
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
研
究
で
も
、
こ
の

用
語
を
適
宜
用
い
る
。

（
5
）　

鈴
木
一
義
「
囮
捜
査
の
研
究
㈠
」『
法
学
新
報
』
第
一
一
六
巻
九
・
一
〇
号
（
平
成
二
二
年
）
一
六
〇
頁
以
下
。

（
6
）　

判
例
タ
イ
ム
ズ
第
二
六
四
号
三
四
九
頁
。

（
7
）　

鈴
木
一
義
・
前
掲
「
囮
捜
査
の
研
究
㈠
」
一
三
八
頁
以
下
な
ど
参
照
。

（
8
）　

判
例
タ
イ
ム
ズ
第
四
七
六
号
二
三
二
頁
。
ま
た
、
抜
き
取
り
後
直
ち
に
逮
捕
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
窃
盗
罪
が
成
立
す
る
と
し
て
も
未
遂
罪
で

あ
る
と
も
主
張
さ
れ
た
が
、
既
遂
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
退
け
ら
れ
て
い
る
。
猶
、
本
件
に
お
け
る
捜
査
方
法
の
適
否
に
つ
い
て

は
、
控
訴
審
に
お
い
て
特
に
争
わ
れ
て
い
な
い
。

（
9
）　

山
本
和
昭
・
前
掲
「『
お
と
り
』
を
使
っ
た
捜
査
の
適
法
性
」
八
七
│
八
頁
。
囮
捜
査
の
概
念
に
は
広
狭
二
義
が
あ
り
、
広
い
意
味
で
は
犯
人

検
挙
の
手
段
と
し
て
囮
を
使
用
す
る
捜
査
方
法
を
言
い
、
こ
の
意
味
で
は
本
件
も
囮
捜
査
の
範
疇
に
入
る
と
考
え
ら
れ
る
（
但
し
、
最
一
小
決
昭

和
二
八
年
三
月
五
日
刑
集
七
巻
三
号
四
八
二
頁
か
ら
見
る
と
、
本
件
で
は
捜
査
機
関
の
何
等
の
誘
発
行
為
が
な
い
の
で
あ
る
か
ら
窃
盗
の
罪
責
は



二
八
二

免
れ
得
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
が
、
狭
い
意
味
で
は
、
捜
査
機
関
ま
た
は
そ
の
依
頼
を
受
け
た
者
が
、
犯
罪
を
教
唆
ま
た
は
幇
助
し
、
そ

の
実
行
を
待
っ
て
逮
捕
す
る
こ
と
を
言
い
、
こ
の
意
味
で
は
、
本
件
は
囮
捜
査
と
は
見
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
と
、
当
時
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
判
例

タ
イ
ム
ズ
第
四
七
六
号
二
三
二
頁
コ
メ
ン
ト
参
照
。

（
10
）　

池
田
修
「
い
わ
ゆ
る
お
と
り
捜
査
の
適
否
」
新
関
雅
夫
・
佐
々
木
史
朗
ほ
か
『
増
補　

令
状
基
本
問
題　

上
』（
平
成
八
年　

判
例
時
報
社
）

四
五
頁
以
下
。

（
11
）　

長
沼
範
良
・
上
冨
敏
伸
「
お
と
り
捜
査
」『
法
学
教
室
』
第
三
一
八
号
（
平
成
一
九
年
）
八
一
頁
、
田
野
尻
猛
「
お
と
り
捜
査
」
松
尾
浩
也
・

岩
瀬
徹
編
『
実
例
刑
事
訴
訟
法
Ⅰ
』（
平
成
二
四
年　

青
林
書
院
）
五
七
頁
な
ど
。

（
12
）　

鈴
木
一
義
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
捜
査
手
法
に
つ
い
て
㈠
」『
法
学
新
報
』
第
一
二
二
巻
第
七
・
八
号
（
平
成
二
八
年
）
六
五
│
六
頁
な

ど
。

（
13
）　

富
田
邦
敬
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
お
け
る
買
受
け
捜
査
の
活
用
に
つ
い
て
」『
捜
査
研
究
』
第
六
六
九
号
（
平
成
一
九
年
）
一
二
│
三
頁
、
森
浩

之
「
第
一
線
で
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
捜
査
」『
季
刊
現
代
警
察
』
一
三
〇
号
（
平
成
二
二
年
）
一
五
頁
な
ど
。

（
14
）　

鈴
木
一
義
・
前
掲
「
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に
対
す
る
捜
査
手
法
に
つ
い
て
㈠
」
六
六
頁
な
ど
。

（
15
）　

川
出
敏
裕
『
判
例
講
座　

刑
事
訴
訟
法
﹇
捜
査
・
証
拠
篇
﹈』（
平
成
二
八
年　

立
花
書
房
）
一
九
六
頁
な
ど
参
照
。

　
　
　

中
島
宏
「
お
と
り
捜
査
に
類
す
る
捜
査
手
法
の
適
法
性
」『
法
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
七
五
〇
号
（
平
成
二
九
年
）
一
一
〇
頁
は
、
本
判
決
に
つ
い

て
、
端
的
に
機
会
提
供
型
の
囮
捜
査
の
適
法
性
の
問
題
と
し
て
論
ず
る
方
が
明
確
で
あ
っ
た
と
す
る
。
た
だ
、
本
判
決
は
、「
被
告
人
に
は
機
会

が
あ
れ
ば
車
上
狙
い
を
行
う
意
思
が
あ
る
も
の
と
疑
わ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
犯
罪
傾
向
は
、
本
件
捜
査
を
行
わ
な
く
て
も
被
告
人
は
早
晩
別
の
車

上
狙
い
を
行
う
は
ず
で
あ
る
と
い
え
る
ほ
ど
強
い
も
の
と
は
思
え
な
い
。」
と
し
て
お
り
、
対
象
者
の
犯
罪
傾
向
性
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
確
に

し
て
い
な
い
（
そ
の
後
に
続
け
て
、「
本
件
捜
査
に
お
い
て
、
Ｃ
警
察
官
ら
が
、
被
告
人
が
狙
い
を
つ
け
そ
う
な
車
種
で
あ
る
本
件
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
、
無
人
か
つ
無
施
錠
で
窓
も
少
し
開
い
た
状
態
で
被
告
人
の
よ
く
通
る
場
所
に
駐
車
し
、
そ
の
車
内
の
見
え
や
す
い
位
置
に
本
件
発
泡
酒
や
本

件
パ
ン
が
放
置
さ
れ
た
状
態
に
し
て
お
い
た
こ
と
に
よ
り
、
被
告
人
の
車
上
狙
い
の
実
行
が
促
進
さ
れ
た
面
が
多
分
に
あ
る
。」
と
論
じ
て
お
り
、

犯
罪
を
創
造
と
か
犯
意
を
誘
発
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
な
い
点
は
機
会
提
供
型
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
読
め
な
く
も
な
い
が
）
た
め
、
本
判

決
の
事
案
が
機
会
提
供
型
か
否
か
に
つ
い
て
、
本
研
究
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

（
16
）　

鈴
木
教
司
「
い
わ
ゆ
る
お
と
り
捜
査
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、
捜
索
差
押
許
可
請
求
が
却
下
さ
れ
た
事
例
」『
広
島
経
済
大
学
研
究
論
集
』
第



刑
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判
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⑵
（
鈴
木
）

二
八
三

一
一
号
（
人
文
・
社
会
・
自
然
科
学
編
）（
昭
和
五
〇
年
）
三
四
頁
な
ど
。

（
17
）　

た
だ
、
①
の
裁
判
例
は
郵
便
物
窃
盗
は
重
大
犯
罪
と
は
解
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
②
・
③
の
裁
判
例
は
窃
盗
事
犯
を
重
大
犯

罪
に
該
当
し
な
い
と
は
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
点
で
、
若
干
の
差
異
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
窃
盗
事
犯
の
態
様
に
違
い
が
あ
る
た
め
、

①
と
②
・
③
が
こ
の
点
で
抵
触
す
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
18
）　

最
高
裁
第
一
小
法
廷
昭
和
五
三
年
九
月
七
日
判
決
、
刑
集
三
二
巻
六
号
一
六
七
二
頁
参
照
。

（
19
）　

も
し
機
会
を
提
供
す
る
態
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
望
ま
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
対
象
者
に
犯
罪
傾
向
性
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
、
対
象
者
の
特
定
が
な
さ
れ
て
い
る
方
が
良
い
と
は
言
え
よ
う
。

（
20
）　

本
判
決
は
、
最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
が
示
し
た
要
件
と
な
り
す
ま
し
捜
査
の
要
件
と
で
は
、
囮
捜
査
と
な
り
す
ま
し
捜
査
の
手
法

の
間
の
差
異
の
た
め
に
そ
の
要
件
判
断
の
厳
格
さ
に
多
少
の
差
異
が
あ
り
得
る
と
す
る
が
、
両
者
の
径
庭
は
相
当
程
度
あ
る
と
言
え
よ
う
（
尤
も
、

最
一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
の
要
件
と
の
懸
隔
を
強
調
す
る
こ
と
と
、
当
該
要
件
と
の
懸
隔
は
強
調
せ
ず
に
、
そ
の
当
て
嵌
め
を
緩
や
か

に
行
う
こ
と
と
の
間
に
は
、
結
論
に
大
差
は
存
し
な
い
と
は
言
え
よ
う
）。

　
　
　

こ
の
点
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
本
件
の
場
合
、
買
い
受
け
捜
査
手
法
の
場
合
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
よ
う
に
、
い
わ
ゆ
る
被
害
者
な
き
犯
罪
の
事
案

で
は
な
い
が
、
な
り
す
ま
し
捜
査
・
詐
術
的
捜
査
は
、
被
害
者
な
き
犯
罪
で
な
け
れ
ば
発
動
が
許
さ
れ
な
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

同
様
の
詐
術
的
捜
査
と
言
え
る
、
騙
さ
れ
た
振
り
作
戦
が
、
被
害
者
な
き
犯
罪
で
な
い
と
活
用
を
許
さ
れ
な
い
と
は
さ
れ
て
い
な
い
点
か
ら
も
明

ら
か
と
言
え
よ
う
。
既
に
触
れ
た
、
本
判
決
が
、
判
断
の
あ
り
方
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
有
用
で
あ
る
と
す
る
、
最
高
裁
平
成
一
六
年
七
月

一
二
日
第
一
小
法
廷
決
定
が
、
囮
捜
査
が
任
意
捜
査
と
し
て
許
容
さ
れ
る
要
件
と
し
て
掲
げ
た
、
少
な
く
と
も
、
①
直
接
の
被
害
者
が
い
な
い
薬

物
犯
罪
等
の
捜
査
に
お
い
て
、
②
通
常
の
捜
査
方
法
の
み
で
は
当
該
犯
罪
の
摘
発
が
困
難
で
あ
る
場
合
に
、
③
機
会
が
あ
れ
ば
犯
罪
を
行
う
意
思

が
あ
る
と
疑
わ
れ
る
者
を
対
象
に
囮
捜
査
を
行
う
こ
と
と
い
う
点
は
、
あ
く
ま
で
当
該
案
件
の
事
案
に
即
し
た
判
断
で
あ
り
、
囮
捜
査
が
許
容
さ

れ
る
場
合
は
①
か
ら
③
の
場
合
に
限
ら
れ
な
い
（
従
っ
て
、「
少
な
く
と
も
」
の
文
言
が
付
さ
れ
て
い
る
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
（
例
え
ば
、

伊
藤
栄
二
「
お
と
り
捜
査
」
井
上
正
仁
・
大
澤
裕
・
川
出
敏
裕
編
『
刑
事
訴
訟
法
判
例
百
選
﹇
第
一
〇
版
﹈』﹇
平
成
二
九
年　

有
斐
閣
﹈
二
三
頁

な
ど
）
か
ら
も
、
①
は
不
可
欠
の
要
件
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
本
件
の
場
合
、
車
上
狙
い
の
窃
盗
捜
査
の
事
案
で
あ
り
、
警
察
官
は
発

泡
酒
や
パ
ン
を
放
置
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
対
象
者
以
外
の
第
三
者
に
散
逸
し
た
と
し
て
も
、
国
民
の
生
命
・
身
体
等
に
重
大
な
危
害

が
及
ぶ
と
い
っ
た
弊
害
も
考
え
難
い
と
も
言
え
た
。
こ
の
意
味
で
、
本
判
決
が
薬
物
犯
罪
等
と
異
な
る
類
型
で
あ
る
点
を
捜
査
の
必
要
性
を
減
殺



二
八
四

す
る
要
因
の
一
と
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
一
つ
の
要
因
で
あ
る
に
止
ま
り
、
減
殺
す
る
た
め
の
決
定
的
要
因
に
は
な
り
得
な
い
と
解
す

る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）　

本
件
と
類
似
し
た
事
案
と
言
え
よ
う
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
二
名
の
警
察
官
が
人
通
り
の
多
い
街
路
に
車
を
止
め
、
後
部
ド
ア
を
開
け

て
煙
草
の
カ
ー
ト
ン
を
外
か
ら
見
え
る
状
態
に
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
被
告
人
二
名
は
誘
惑
に
負
け
、
煙
草
の
カ
ー
ト
ン
を
車
か
ら
運
び
出
し
た

と
い
う
事
例
で
、
犯
罪
行
為
を
犯
す
よ
う
な
説
得
ま
た
は
助
長
と
は
言
え
ず
、
罠
に
当
た
ら
な
い
と
判
示
さ
れ
て
い
る
（W

illiam
s and O

’ Hare 
vD
PP

﹇1994
﹈98 Cr. A

pp. R. 206.

）。W
illiam

s and O

’Hare vD
PP

に
お
い
て
は
、
警
察
は
犯
罪
遂
行
に
つ
い
て
参
加
・
誘
引
等
は
行
っ

て
お
ら
ず
、
一
方
で
、
車
両
犯
罪
が
高
い
率
で
発
生
し
て
い
る
、
混
雑
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
特
定
の
対
象
に
狙
い
を
つ
け

ず
に
捜
査
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
。See e.g.,

（1993

）Crim
. L. R. 775-6.

（
22
）　

こ
の
点
、
仮
に
本
件
な
り
す
ま
し
捜
査
自
体
が
違
法
で
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
な
り
す
ま
し
捜
査
を
否
認
す
る
内
容
の
証
言
等
を
行
っ
た
点
で
、

重
大
な
違
法
を
問
わ
れ
る
の
は
致
し
方
な
い
と
考
え
る
。

（
23
）　

更
に
、
私
見
の
よ
う
に
、
囮
捜
査
に
お
け
る
対
象
者
へ
の
働
き
掛
け
と
本
判
決
に
お
け
る
働
き
掛
け
と
で
は
程
度
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
最

一
小
決
平
成
一
六
年
七
月
一
二
日
の
示
し
た
要
件
を
参
照
す
る
こ
と
に
一
定
の
意
味
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
当
該
要
件
に
過
度
に
依
拠
す
る
こ
と
は

相
当
で
な
い
と
捉
え
、
補
充
性
の
要
件
な
ど
を
相
対
的
に
緩
や
か
に
解
し
て
良
い
と
考
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
許
容
さ
れ
る
範
囲
は
こ
の
よ
う
な
場

合
に
必
ず
し
も
限
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
日
本
比
較
法
研
究
所
嘱
託
研
究
所
員
）


